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江
戸
時
代
に
お
け
る
ガ
ラ

ス
技
術

の
変
遷
と
伝
播

棚

橋

淳

序

近
世
日
本
の
ガ
ラ
ス
製
造
法
が
古
代
日
本
の
技
法
と
も
、
西
欧

の
技
法
と
も
異
な
る
宋

の
技
法
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

ω

は
、
こ
れ
ま
で
機
会
あ
る
ご
と
に
述
べ
て
き
た
。
小
論
で
は
恐
ら
く
長
崎
に
伝
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
ガ
ラ
ス
製
造
法
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

変
化

し
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
国
内
各
地

へ
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
と
思
う
。
し
か
し
資
料
の
不
足
は
如
何

と
も

し
難
く
、
ガ
ラ
ス
技
術
の
内
、
ガ
ラ
ス
素
地
製
造
を
中
心
に
考
察
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
、
そ
れ
と
て
も
不
十
分
で
、
試
論
の
域
を
脱
せ
ぬ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
め
断

っ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
あ
え
て
小
論
を
公
に
す
る
の
は
、
こ
れ
を
契
機
に
今
後
関
係
資
料
の
発
見

が
促
進
さ
れ
、
こ
の
方
面
の
実
証
的
研
究
が
少
し
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
の
考
え
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。

小
論
は
昭
和
五
十
八
年
八
月
七
日
、
神
戸
市
立
博
物
館
に
お
け
る
第
四
回
特
別
展

「
び
い
ど
う

・
ぎ
や
ま
ん
展
」
記
念
講
演
会
に
お
い
て
配

布
し
た
、
『江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
講
演
会
資
料

の

一
部
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
(人
名
、
書
名
お
よ
び
引
用

文
の
旧
字
体
、
別
体
な
ど
は
適
宜
慣
用
の
字
体
に
改
め
た
。
)

註
ω

棚
橋
淳
二

「近
世
日
本
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
法
の
発
展
と
そ
の
限
界
」
(
一
)、
(『研
究
紀
要
』
第
八
号
、
松
蔭
女
子
学
院
大
学

・
短
期
大
学
学
術

研
究
会
、
昭
和
四
十

一
年
)、
二
四
七
頁
、
二
五
一
ー
二
五
三
頁

(縦
組
)。
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棚

橋
淳

二
、
前
掲
論
文

(
二
)
、
(前
掲

『
研
究
紀
要
』
第
九
号
、
昭
和
四
十

二
年
)
、

二
五

一
-

二
五
六
頁

(縦
組
)
。

棚
橋
淳

二

「鉛
丹
ガ

ラ

ス
と
金
属
鉛
ガ

ラ
ス
」

(
一
)
、

(前
掲

『
研
究
紀
要

』
第

十
六
号
、
昭
和

四
十
九
年
)
、

一
五
頁

(縦
組
)
。

棚
橋
淳

二
、
前
掲

「
鉛

丹
ガ

ラ
ス
と
金
属
鉛
ガ

ラ
ス
」

(四
)
、

(前
掲

『研

究
紀
要
』

第

二
十

一
号
、
昭
和
五
十
四
年
)
、
四

ニ
ー

五
七
頁
。

棚
橋
淳

二

「江
戸
時
代

の
ガ

ラ
ス
」

(由

水
常

雄
・棚

橋
淳
二
『
東
洋

の
ガ
ラ

ス
ー
中
国
・朝
鮮
・日
本
1
』

三
彩
社

、
昭
和
五
十

二
年

)
、
一
五
八
頁
。

棚
橋
淳

二

「
江
戸
期

の
ガ

ラ
ス
技
術
」

(『
ぎ

や
ま

ん

・
び
い
ど
う
1
江
戸
期
の
ガ
ラ
ス
ー

』
展
図
録
、
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館

、
昭
和

五
十

五
年

)。

棚
橋
淳

二

「
ビ
イ
ド

ロ
と
ギ

ヤ

マ
ン
ー

そ
の
相
違
と
製
法
1

」
(神
戸
市
立
博
物
館

『
び

い
ど
う

・
ぎ
や
ま
ん
展
-
清
涼
な
異
国
趣
味
1
』
図
録

、
神
戸
市
健

康

教
育
公
社
、
昭
和
五
十

八
年
)
、
六
ニ
ー

六
五
頁
。

一

研

究

史

明
治
維
新
以
後
、
最
初
の
近
世
日
本
ガ
ラ
ス
製
造
史
は
簡
略
な
も

の
で
あ

っ
た
が
、
黒
川
真
頼
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
。
真
頼
は

『
工
芸
志

ω

料
』

(明
治
十

一
年
刊
)
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「硝
子
玉
」
の
条

既

ニ
シ
テ
京
師
及
大
坂
、
江
戸
、
方
△,東
京
ト
イ
フ
ノ
玉
エ
モ
亦
硝
子
玉
ヲ
造
ル
長
崎
ノ
巧
ヲ
伝
フ
ル
ナ
リ

「硝
子
器
」
の
条

既

ニ
シ
テ
京
師
及
大
坂
、
江
戸
、
ノ
工
人

モ
亦
コ
レ
ヲ
造

ル
長
崎

ノ
巧
ヲ
伝

フ
ル
ナ
リ

し
か
し
真
頼
の
叙
述
は
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
具
体
性
に
乏
し
く
、
か
つ
資
料
的
な
裏
付
け
が
な
い
た
め
信
悪
性
を
欠
く
。

明
治
三
十
二
年
大
阪
商
業
会
議
所
は

「尤
も
完
全
な
る
商
業
沿
革
史
を
編
纂
す
る
」
こ
と
を
目
ざ
し
、
広
範
な
分
野
に
亘
る
商
工
関
係
資
料

②

の
収

集
を
企
画
し
、
幾
多
の
歳
月
を
費
し
て
三
十
五
冊
か
ら
な
る
稿
本

『大
阪
商
業
史
資
料
』
を
作
成
し
た
。
そ
の
第
三
十
巻
に
ガ
ラ
ス
に
関
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す
る
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
資
料
は

「大
坂
硝
子
製
造
業
」
(明
治
三
十
四
年
頃
成
)
、
「破
璃

(明
治
廿
五
年
迄

ノ
概
況
)」

(明
治
廿
五

年
調
査
)
、
「硝
子
業
ノ
現
況
」
(明
治
三
十
三
年
成
)、
「大
坂

ノ
硝
子
業
」
(同
力
)
、
「
板
硝
子
ノ
近
況
」
(同
力
)
よ
り
な
り
、
内
容

は

一
部
統

㈲

計
資
料
を
ふ
く
む
が
、
多
く
は
口
碑
、
体
験
お
よ
び
同
時
代

の
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
、
「
大
坂
硝

子
製
造
業
」
の

「濫
膓

」

「
徒
弟
ノ
養
成
」
の
条
に
播
州
屋
清
兵
衛
、
万
屋
庄
兵
衛
、
伊
藤
庄
三
郎
、
渡
辺
喜
平
の
事
績
が
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
年
か
ら
同
四
十
四
年
に
か
け
て
、平
野
耕
輔
、渡
辺
明
、
梅
田
音
五
郎
、
山
田
三
次
郎
、海
福
悠
、
斎
藤
熊
三
郎
、島
田
孫
市
、
芝
田
理

八
、
中
島
宣
、
山
崎
寛
猛
の
委
員
が
、
「
硝
子
及
関
係
各
組
合
会
社
工
場
乃
至
斯
業
の
沿
革
に
関
係
深
き
諸
人
士
に
材
料

の
提
出
を
求
め
、
又
はω

委
員

に
於
て
調
査
を
な
し
、東
京
大
阪
両
硝
子
同
業
組
合
に
は
特
に
調
査
を
嘱
し
」、
近
世
日
本
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
工
業
史
の
編
纂
が
な
さ
れ
た
。

㈲

そ
の
成
果

『
硝
子
業
沿
革
史
』
は
部
分
的
に
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
刊
行
さ
れ
た

『
日
本
硝
子
業
之
精
華
』
(大
正
四
年
十

一
月
)
に
引
用
さ

㈲

れ
た
が
、
同
じ
年
の
大
正
四
年
七
月
よ
り
同
五
年
五
月
に
か
け
て
倉
橋
藤
治
郎
等
に
よ

っ
て
全
編
修
補
改
稿
さ
れ
、
大
正
六
年

『
日
本
近
世
窯

業
史
』
第
四
編

「
硝
子
工
業
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
、
江
戸
時
代

の
ガ
ラ
ス
製
造
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
は

『
工
芸
志
料
』
の

影
響
を
多
少
受
け
な
が
ら
も
、
上
記
の
如
く
文
書
、
口
碑
な
ど
に
基
づ
く
新
た
な
知
見
を
加
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
大
坂
に
お
け
る
播
摩
屋
清

兵
衛
お
よ
び
伊
藤
庄
三
郎
他
の
事
績
、
江
戸
に
お
け
る
加
賀
屋
久
兵
衛
、
上
総
屋
留
三
郎

の
事
績
、
美
濃
に
お
け
る
石
塚
岩
三
郎

の
事
績
は
明

㈲

治
時
代
後
期
に
な
お
健
在
で
あ

っ
た
こ
れ
ら
当
主
な
い
し
は
後
継
者
か
ら
得
た
資
料
、
情
報
を
も
と
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
島
津
、
毛

　

　

利
、
黒
田
、
鍋
島
各
藩

の
事
績
に
つ
い
て
は
維
新
後
盛
ん
に
行
わ
れ
た
藩
主
伝
記
、
藩
史
編
纂
事
業

の
成
果
で
あ
る

『
斉
彬
公
御
言
行
録
』

㈹

『防
長
回
天
史
』
な
ど
の
著
書
に
基
づ
き
記
述
さ
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
第
四
編

「硝
子
工
業
」
の
記

述
は

一
々
出
典
を
明
示
せ
ぬ
方
針
で
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
原
資
料

に
つ
い
て
の
確
認
が
で
き
ぬ
記
録
が
多
々
み
ら
れ
る
の
は
遺
憾
で
あ

る
。
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大
正
十
年
、
公
爵
島
津
家
編
輯
所
は

『武
江
年
表
』
『斉
彬
公

御
言
行
録
』

『御
内
用
金

本
佛
差

引
総
』

(安
政
二
年
)
『
黒
田
長
搏
書
状
』

『新
納
久
仰
譜
』
『
江
夏
十
郎
関
係
文
書
』
『磯
御
茶
屋
御
取
添
地
え
反
射
炉
拉
錐
通
台
其
外
御
造
立
御
入
目
料
本
払
総
帳
』
『竹
下
清
右
衛
門
日

記
抜
葦
』
『南
国
遺
事
』
な
ど
に
基
づ
き
、
『薩
摩
硝
子
の
沿
革
』
を
編
纂
し
、
薩
摩
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に

薩
摩

に
お
け
る
ガ
ラ
ス
技
法
が
、
江
戸
よ
り
招
膀
し
た
四
本
亀
次
郎
の
技
法
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
新
た
な
工
夫
が
加
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
『江
夏
十
郎
関
係
文
書
』
か
ら
の
引
用
に
よ

っ
て
示
さ
れ
、
ま
た
花
井

一
好
の
諸
書
が
参
考
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

助

と
、
そ
の
後
、

一
好
の
諸
書
は
今
井
貞
吉
に
よ
り
筆
写
さ
れ
て
土
佐

へ
伝
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
点

は
、
ガ
ラ
ス
技
術
の
伝

播
を
考
え
る
上
で
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
九
年
、
岡
村
千
曳
氏
は

「硝
子
雑
致
」
に
お
い
て
、
『長
崎
夜
話
草
』
『
万
金
産
業
袋
』
『嬉
遊
笑
覧
』
『彩
画
職
人
部
類
』
『
ツ
ン
ベ
ル

グ
日
本
紀
行
』
『琉
璃
宝
鑑
』
『舎
密
開
宗
』

『
江
戸

買
物

案
内
』

『斉
彬
公
御
言
行
録
』
「日
本
に
お
け
る
自
然
科
学

の
研
究
」
(ポ
ン
ペ
)
を

基
に
、
長
崎
、
大
坂
、
江
戸
、
薩
摩
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製

造
の
概
略
を
述
べ
ら
れ
た
。

降

っ
て
昭
和
二
十
五
年
、
杉
江
重
誠
氏
は
上
記
資
料
の

他

『増
訂
象
山
全
集
』
な
ど
に
基
づ
き

『
日
本
ガ
ラ
ス
工

業
史
』
の
第

二
章

「徳
川
時
代

の
ガ
ラ
ス
渡
来
と
発
達
」

を
執
筆
さ
れ
、
ま
た
そ
の

一
節

「
ビ
ー
ド
ロ
技
法
伝
播
の

系
統

」
の
中
で

「
ビ
ー
ド

ロ
技
法
伝
播
の
系
統
略
図
」

囲

(第

一
図
)
を
示
さ
れ
た
。
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一
九

七

三

年

(
昭
和

四
十

八
年

)
、

ド

ロ
シ
ー

・
ブ

レ

ア
ー
氏

は

『
日
本

之

硝

子

史

』

を
著

し

、

『
和

漢

三
才

図

会

』

『
万

金

産

業

袋
』

『
彩

画

職

人

部

類

』

『
は

り

つ
く

り

の
絵

』

..卜
S
ミ
鶏

ミ
,ミ
..
『
経

済

要

録

』

、、『
ミ

寅

韓
ミ
更

毫

㍉
魯

§

噛
『
。簡

、ぷ
ミ

§

罫

自

b
馬旨
、
貫

艦寒

駄

き
馬

肉
ミ
題

o
ミ

毫

吻
旨
ミ
゜
N
§

ー

N
§

..
(国
゜

囚
器
ヨ
風
臼

)
..↓
、
ミ

昏

、o
肉
ミ

租
♪

な

,㌧翁

§

翫

卜
晦旨

、
馬
さ

、
§

翫

い
亀
き
馬§

N
き

§

蹴

械
き

..
(
(U
°℃
°

日
.ゴ
仁
コ
げ
①
「σq
)

『
硝

子

伝

授

書

之

事

』

『
増
"
象

山

全

集

』

『
嬉

遊

笑

覧

』

『
武

江

年

表

』

『
中

洲

雀

』

『
薩

摩

硝

子

の
沿

革

』

..、
ミ

㍉
ミ
§

旨

㍉
ミ
・§
一.
『部
寄
』
『境
浦
飽
・浦
製
鉄
場
見
取
図
解
西
国
諸
種
工
匠
製
法
局
草
藁
』
『
日
本
近
世
窯
業
史
』
な
ど
に
基
づ
き
、

個

江
戸
時
代
に
お
け
る
各
地
の
ガ
ラ
ス
製
造
の
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
特
に

『硝
子
伝
授
書
之
事
』
に
拠

っ
て
京
都

に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造

個

技
術
と
美
濃

へ
の
伝
播
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
は
高
く
評
価
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
ケ
ン
ペ
ル
の

『
日
本
誌
』
に
基

づ
き
江
戸
に
お
け
る
ガ

ラ
ス
吹
き
の
存
在
が
元
禄
の
初
め
ま
で
遡
及
し
得
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
。

註
(9){8)(7,(6)(5)(4)(3) ② ω

黒
川
真
頼

『
工
芸
志
料

』
上

、

(博
物
局
、
明
治
十

一
年
)
、
巻

二
、
四
七
頁
、

四
九
頁
。
び

い
ど
ろ
史
料
庫
蔵
。

大
阪
商
工
会
議
所

『大
阪
商
業
史
資
料
』
別
巻
、

(大
阪
商
工
会
議

所
、
昭
和
四
十

一
年

)
、

一
-

七
頁
。

大
阪
商
工
会
議
所
、
前
掲
書
、
第

三
十
巻

(昭
和
三
十
九
年
)
、
九

十

一
オ
ー
百

ニ
オ
。

大

口
本
窯
業
協
会

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
第
四
編

「
硝
子
工
業
」

(大

日
本
窯
業

協
会

、
大

正
六
年

、
昭
和
四
十

一
年
復
刻
)
、
緒

言
。

山
田
藤

蔵

『
日
本
硝

子
業
之
精
華
』

(帝
国
硝
子
新
報
社
、
大
正
四
年
)
、
凡
例
。

山
田
藤
蔵

、
前
掲
書

、

一
七
-

二
二
頁
、

二
五
ー

二
八
頁
、
三
五
-

三
六
頁
。

大

日
本
窯
業

協
会

、
前
掲
書
、
第

四
編
、

五
1

=

一頁
。

大

日
本
窯

業
協
会

、
前
掲
書

、
第

四
編
、

一
ニ
ー

一
四
頁
。

市
来
四
郎

『
斉
彬

公

御
言
行
録
』

写
本

、

明
治

十
七
年
成
、

巻
之

一
、
「
紅
色

瓦
羅
斯
製
煉
御
開
之
事
」

の
条
、
「
集
成
館
御
創

建
井
百

工
御
開
之
事
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付
開
業
之

品
目
」
の
条
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

〔島

津
家
文
書

、

自

刈ー

昌

。

末
松
謙
澄

『防
長
回
天
史
』
第
三
編
ヒ

(末
松
謙
澄
、
明
治
四
十
五
年
)
、

二
九
頁
、
五
五
-

五
六
頁
。
山

口
県
立
山

口
図
書
館
蔵

。

公
爵

島
津

家
編
輯

所

『
薩
摩

硝

子

の
沿

革
』

(公
爵

島
津

家
編
輯

所

、
大

正
十
年

)
、
七
-

八
頁
。

東
京

大
学

史
料
編

纂
所

蔵

〔
島
津
家

文
書

、

HH
5
1
己

。

公
爵
島

津
家
編
輯
所

、
前
掲
書

、

一
六
-

一
七
頁
。

岡
村
干
曳

「硝

子
雑
致

」
(『
中
央
公
論
』
第
四
十
九
年
第

九
号
、
通
巻

五
百

六
十

一
号

、
中
央
公
論
社

、
昭
和

九
年
八
月

)
、
二
六
四
-

二
六
五
頁
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

〔
雑

ω
一
①
〕
。

杉

江
重
誠

『
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
』

(
H
本

ガ
ラ

ス
工
業
史
編
集
委
員
会

、
昭
和

二
十

五
年
)
、
九
七
-

一
〇
〇
頁
。

U
9
2
ξ

些
巴
コ

ト

亀
韓
。
q

駄

Q
醇

隔

旨

㍉
魯
§

"
内
。
匿
富
訂

Hロ
一臼
記
β6
冒

一
い
巳
゜
国
巳

↓
帯

∩
9
旺
ロ
σq

ζ
島
2
ヨ

9

臼
錺
ω
゜
一
零
ω
噛

薯

一゚
刈
ωl

N
G。O
°

O
o
δ
叶ξ

国
里
「
"
o
P

9
°
冠
薯
』
O
刈
-
卜。
O
Q。
°

O
o
「
2
ξ

ロd
互
巨

o
℃
°
9
°
°
℃
℃
°
器
A
ー
ト。
ω
0
°
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ニ

ガ
ラ

ス
技
術

と
秘
伝

ガ

ラ
ス
技
術
は
①
原
料
の
調
合
、
②
融
解
、
③
成
形
、
④
徐
冷
、
⑤
加
飾

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
工
程

の
う
ち
、
②
融

解
、
③
成
形
と
い
う

一
連
の
作
業
は
餅
種

(ガ
ラ
ス
素
地
)
を
仕
入
れ
て
細
工
だ
け
を
行
う
場
合
は
別
と
し
て
、
大
量

の
炭
火
を
使
用
す
る
関

係
上
、
屋
内
で
行
わ
れ
る
と
し
て
も
吹
き
通
し
の
場
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
作
業

は
当
然
人
目
に
付
く
こ
と
が
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
熔
融
し
た
ガ
ラ
ス
種
を
吹
竿
で
吹
い
て
器
物
を
製
作
し
、
ま
た
は
ガ
ラ
ス
種

ユ

　

 を
針
金
に
巻
い
て
玉
を
作
る
と
い
う
技
術
は
、
秘
法
に
し
難

い
技
術
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
『万
金
産
業
袋
』
『俳
譜
東
土
産
』

(
『絵
本
東



ヨ

　

上
産
』
)

『彩
画
職
人
部
類
』
『長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
製
造
の
図
は
、
こ
の
辺
り
の
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た

『万
金
産
業
袋
』
に
み
ら
れ
る

は
う

ゑ

さ
い

し

に
ハ

し

ち

つ

き

り

此

こ
ろ
ハ

一
向
。
法
会
祭
祀

の
場
の
市
中
に
お
ゐ
て
。
そ
の
術
を
あ
ら

ハ
に
見
せ
。
万
人
に
是
を
奇
異
た
ら
し
む
尤
び
い
ど
う
の
薬
味
。
調

く
と

し

た
く
ハ

に
ん
ぜ
ん

ち
ん
じ
ゆ

つ

合

の
方
。
竈
の
仕
か
け
。
そ
の
道
具
を
そ
れ
/
＼
に
貯

へ
置

て
。
人
前
に
て
製
作
す
る
。
し
か
れ
と
も

こ
れ
。
誠
秘
訣
の
珍

術
な
れ

ハ
。

薬
方

ハ
勿
論
。
其
仕
や
う
の
味
ひ
を
し
ら
す
る
事
な
し
。
尤
さ
も
有

へ
き
事
也
。

㈲

と
の
記
述
は
ガ
ラ
ス
技
術
の
内
、
何
を
公
然
と
示
し
、
何
を
密
か
に
隠
す
か
を
明
確
に
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

④

の
徐
冷
は
ガ
ラ
ス
製
造
に
お
い
て
必
須
の
工
程
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
操
作
が
例
え
ば
暫
く
の
間
高
温
の
炉

の
上
に
置

い
て
お
く
と

か
、
灰
箱
の
中
に
埋
め
て
お
く
と
か
、
比
較
的
人
々
の
関
心
を
引
き
難

い
工
程
で
あ
る
た
め
、
江
戸
時
代
の
筆
録
中
、
徐
冷

に
言
及
さ
れ
た
も

の
は
未
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
も

っ
と
も
明
治
十
年
以
降
に
行
わ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
は
、
製
造
物
出

品
に
際
し
、
各
出
品
人

(製
造
人
)
は
製
造
法
に
つ
い
て
も
そ
の
詳
細
を
記
し
た

「製
造
物
解
説
取
調
」
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
た
め
、
製
法

の

一
工
程
と
し
て
徐
冷

㈲

を
挙
げ
た
者
も
あ

っ
た
。

⑤

の
加
飾
に
つ
い
て
は
暫
く
措
く
と
し
て
、
ガ
ラ
ス
技
術
の
中
で
秘
伝
と
な
し
得
る
工
程
は
調
合
と
、
融
解
の
内
、
粗
煮
ま
で
の
部
分
と
い

㈲

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
き
に
引
用
し
た

『万
金
産
業
袋
』
の
記
事
、
な
ら
び
に

『独
寝
』
の
話

　
　

ハ
ム
ち
こ
め
ね

〔
世

間

に

て
〕
儒

米

に

て

こ

し
ら

ゆ

る
と

い

ふ
ほ

ど

あ

や

ま

り

は

な

し
。

そ

れ

は

、
・
び

い
ど

う

ふ

く

も

の

に

「
何

に

て

こ
し
ら

ゆ

る

ぞ
」

と

ロ
　

ハ
お
く
　

い
ふ

に

、
其

法

〔
を
〕

秘

し

て

い

は

ぬ
時

、

其

そ

ば

に

白

き
粉

を
置

に

よ
り

て
、

「
是

は

何

ぞ

」

と
問

ふ
と

き

、

あ

ざ

む

き

て
、

「
も

ち

こ

め

の
粉

と

い
ふ
も

の

な
り

」

と

こ

た

へ
し

を

、

ま

こ
と

と

思

ひ

て
か

く

は

い
ふ

に

こ

そ
。

四
〇

「世
間
に
て
」
中
川
本
に
よ
っ
て
補
。
底
本

「O
O
O
」
と
あ
る
。
四
一
「を
」
中
川
本
に
よ
っ
て
補
。
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に
見
ら
れ
る
如
く
、
当
時
の
硝
子
師
は
原
料
の
種
類
、
特
に
調
合
を
極
度
に
秘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
明
治
十
年

に
行
わ
れ
た
第

一
回
内

国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
製
造
物
に
つ
い
て
の
解
説
に
も
見
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
出
品
人
は
原
料
名
は
挙
げ
て
も
、
ま
た
そ
の
製
造
工
程

　
マ
マ
　

は
述

べ
て
も
、
調
合
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
し
、
着
色
剤
に
つ
い
て
も
、
二
、
三
の
例
外
を
除
け
ば

「其
著
色

ノ
方
法
ハ
秘
伝
ナ
レ
ハ
記

　

　
ソ

載
セ
ス
」
「紅
緑
色

ハ
秘
伝

ニ
シ
テ
記
載

シ
カ
タ
シ
」
な
ど
と
し
て
、
そ
の
公
表
を
拒
ん
で
い
る
。
「種
屋
」
と
い
わ
れ
る
ガ
ラ
ス
素
地
製
造
業

者
の
中
に
は
、
現
今
で
も
色
生
地
の
調
合
を
極
秘
と
し
、
主
人

一
人
で
行
う
者
も
あ
る
と
聞
く
。
自
家
の
秘
伝
を
公

に
す
る
こ
と
は
、
自
ら
好

ん
で
同
業
者
を
増
し
、
ひ
い
て
は
自
家
の
存
立
を
危
く
す
る
因
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
公
表
を
拒
む
の
は
蓋
し
当
然
と
い
え
よ
う
。

し
た
が

っ
て
内
弟
子
と
し
て
働
く
職
人
で
さ
え
、
主
人
の
許
し
を
得

て
独
立
す
る
ま
で
は
、
調
合
の
秘
法
を
伝
授
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

㎝

の
で
あ
ろ
う
。
京
都
西
堀
川
通
リ
下
立
売
上
ル
町
の
硝
子
師
栄

二
郎
が
濃
州
間
嶋
村
の
馬
場
豊
次
郎
に
与
え
た

『硝
子
伝
授
書
之
事
』
は
ガ
ラ

ス
技
術
の
中
で
正
に
何
が
秘
伝
で
あ

っ
た
か
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
即
ち
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
、
鉛
淳

の
除
去
、
粉
合
ま
で
の
融
解
法

二
、
原
料
と
そ
の
調
合

三
、
着
色
剤
と
添
加
量

の
み
で
あ
る
。
他

の
こ
と
は
徒
弟
奉
公
時
代
に
見
様
見
真
似
で
す
べ
て
修
得

し
う
る
、
い
な
修
得
す
べ
き
技
術
な
の
で
あ
ろ
う
。
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註
ω

三
宅
也
来

『
万
金
産
業
袋
』
版
本
、
享
保
十
七
年
刊
、
巻
之

三
、
十
六
オ
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

ω

朝
倉

亀
三

(無
声

)
『
見
世
物
研
究
』

(春
陽
堂
、
昭
和
三
年
)
、

二
二

一
頁
。



(6)(5)(4) (3)(1⑤(9)(8)(7)

『絵
本
東
土
産
』
版
本
、
宝
暦
八
年

、

中

野
三
敏
氏
蔵

(芸
能
史

研
究
会

『
日
本
庶

民
文
化

史
料
集
成
』

第

八
巻

「
寄
世

・
見
世
物

」
三

一
書
房

、

一
九
七
六
年
)
、
五

二
三
頁
。

橘
現
江
画

『
彩
画
職
人
部

類
』
版
本

、
天
明

四
年
再
刊
、
上
、
十
八
ウ
ー

十
九
オ
。
京
都
大
学

工
学
部
建
築
学
教
室
蔵

〔
Z
。
・
。。
α
嚢
。。
昌
。

石
崎

融
思

『長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
』
稿
本

、
天
保
十
二
年
序

、
下
、
工
芸
之
部

、
九
オ
。
長
崎
市
立
博
物
館
蔵

〔
田
01

δ
〕
。

三
宅
也
来

、
前
掲
書

、
巻
之
三
、
十
五
オ
。

内

国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

『
明
治
卜
句
内
国
勧
業
博
覧
会
出

品
解
説
』
明
治
十

一
年
序

、
第

二
区
第

二
ー

四
類
、

一
二
七

頁
、

一
三

一
頁
、

=
二
五
頁
、

第

二
区
第

五
類

、
六
六
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔特

一
刈1
㎝
。。d

(教
育
博
物
館
本
)
。

岡
村

良
朗
は

「直

チ

ニ
稲
藁

灰

二
埋

メ
冷

ス
」

と
記

し
、

細
井
新
蔵

は

「
藁
灰

二
埋

メ
冷

シ
」
、
鳥

山
利

八
は

「直

二
稲
藁
灰

二
埋

メ
凡

ソ
ニ
十
時

間

ヲ
経

テ
出

ス
」
、
矢

口
淡
山
は

「
風
呂

二
蔵

シ
上

ヨ
リ
稲
藁
灰

ヲ
覆

ヒ
之

ヲ
冷

ス
」
と
記

し

て
い
る
。

柳

沢
棋
園

『
ひ
と
り
ね
』
下
、

一
四
〇

(『近
世
随
想
集
』

日
本
古
典
文
学
大
系

96
、
岩
波
書
店

、
昭
和

四
十

二
年
第

二
刷
)
、

二
〇
七
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書

、
第

二
区
第

ニ
ー

四
類
、

一
二
九
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書

、
第

二
区
第

五
類
、

六
六
頁
。

栄

二
郎

『
硝
子
伝
授
書
之
事
』

文
書

、
文
政

九
年
成

、
福
岡
市

・
桧

垣
元
吉
氏
蔵
。

棚
橋
淳

二

「鉛

丹
ガ

ラ

ス
と
金
属
鉛
ガ

ラ
ス
」

(
四
)
、

(『
研
究
紀
要
』

第

二
十

一
号

、

松
蔭

女
子
学
院
大

学

・
短
期
大

学
学
術
研
究

会
、
昭
和

五

十

四
年

)
、
六
〇
1

六

一
頁

(縦
組

)

に
全
文

を
引
用
。
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三

調
合

の
系
統

と
変

遷

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
前
期
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
各
種
の
調
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
に
亘

っ
て
述
べ
て
き
た
し
、
表
と

ω

し
て
示
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
後
見
出
し
得
た
資
料
も
加
え
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の



　

ヨ

組
成

と
、

ハ
ギ
ン
ズ
の
法
に
よ
り
計
算
し
た
比
重
、
ヴ

ェ
・
テ

・
ス
ラ
ヴ

ャ
ン
ス
キ
ー
の
方
法

に
よ
り
求

め
た

粘

度

餅
ボ
ア
ズ

℃
。凶。・9

ω

σq
＼
。∋

・
ωΦp

([。
σq
"
11
・。
)お
よ
び
"
ポ
ア
ズ
(一。
αq
心
11
癖
)
に
相
当
す
る
温
度

(そ
れ
ぞ
れ
清
澄
温
度
、
作
業
温
度

)、
そ
れ
に
そ
の
調
合
が

行
わ
れ
て
い
た
地
方
、
時
代
な
ど
も
可
能
な
限
り
記
入
し
た
表
を
作
成
し
提
示
す
る
こ
と
と
し
た

(第

一
表
)。
今
回
新
た
に
そ
の
表
に
加
え

た
調
合
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
全
く
言
及
し
な
か

っ
た
調
合
に
関
す
る
資
料
を
以
下
に
示
し
、
所
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

ω

『庶
物
類
纂
』
所
載
の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

『庶
物
類
纂
』
に
つ
い
て
は
福
井
保
氏
の

「庶
物
類
纂

解
説
」
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
同
解
説
よ
り
小
論
に
関
係
あ
る
箇
所

の
み
を
要
約

㈲

し
て
示
す
。
元
禄
十
年

(
一
六
九
七
)、
松
雲
公
前
田
綱
紀
の
命
に
よ
り
本
草
学
者
稲
生
若
水
は

『庶
物
類
纂
』
の
編
修
に
着
手
し
た
が
、
正

徳
五
年

二

七

一
五
)、
九
属
三
百
六
十
二
巻
を
完
成
し
た
の
み
で
、
業
半
ば
に
し
て
病
没
し
た
。
そ
の
後
、
遺
稿

の
続
修
を
若
水

の
門
人
に

命
じ

て
い
た
松
雲
公
も
、
享
保
九
年

(
一
七
二
四
)
に
莞
じ
て
、
こ
の
事
業
は
停
頓
し
た
。

享
保
十
七
年

(
一
七
三
二
)、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
若
水
の
子
、
稲
生
新
助
、
若
水
の
門
人
、
内
山
覚
仲
を
江
戸

へ
召
出
し
、
同
じ
く
若

水
の
門
人
、
官
医
丹
羽
正
伯
を
助
け
て

『庶
物
類
纂
』
を
続
修
さ
せ
た
。
吉
宗
は
享
保
十
九
年

(
一
七
三
四
)、
正
伯

が
諸
国
の
産
物
に
つ
い

て
問
合
せ
た
場
合
、
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
全
国
に
触
書
き
を
出
し
た
。
元
文
三
年

(
一
七
三
八
)、
玉
属
を
含
む
続
修

分
十
七
属
、
六
百
三
十

八
巻
が
完
成
し
た
。

㈲

玉
属
の
内
、
「硝
子
」
の
条
か
ら
正
伯

(貞
機
)
の
按
語
の

一
部
を
以
下
に
引
用
す
る
。

機

謹
-
按
…
…

(中
略
)
…
…

近
肥
-
前
-
州
長
-
崎
之
工
-
匠
錐
下略
得
二其
方
一而
製
上レ
之
虚
-
脆
易
レ砕
而
其
潔
ー
白
明
-
螢
堅
ー
緻
厚
-
大
之
工
-
巧
甚
劣
二於
舶
上
者
一近

京
摂
武
-
江
皆
-
製
而
-
転
不
レ
及
二長
ー
崎
造
-
者
一　
凡
錆
司
冶
硝
ー
子
写
方
采
二漢
-
澗
之
白
-
石
一焼
-
砕
-
末
細
-
絹
節
過
十
ー
斤
鉛
十
ー
斤
焔
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1
硝

六

-
斤

随

二
各

色

・加

レ
薬

入

=
鉄

-
鍋

内

一上

二
炭

火

一撹

-
和

句

取

-
出

再

盛

二
土

-
壼

内

一
斜

二
架

一一猛

-
火

炉
r
中

一煮

-
欄

融

-
化

如

レ
漿

取

-
出

入

二
水

ー
盆

中

一冷

-
定

掲

-
末

再

-
煮

如

二前

法

一
凡

至

三
三

一
日
夜

一石

-
汁

純

-
紅

如

二稀

r
錫

-
状

一而

薬
-
成

印

貼

二
石

-
汁

於

鉄

-
管

-
頭

一
軽

-

手

上

下

得

レ
所

自

二管

F

呼
-
吸

消
-
息

製

レ
器

如

二
彼

大

-
器

鏡

-
板

等

一本

-
邦

工
-
人

未

レ
能

二
作

-
為

一也

(
〔
貞

機

(正

伯

〕

謹

み

て
按

ず

る

に

…

…

(中
略

)
・・

近

く

肥

前

州

長

崎

の
工
匠

、
略

其

方

を
得

て
之

を

製

す

と

錐

も

、

虚

脆

に
し

て
砕

け

易

く

、
其

潔

白

、

明
螢

、

堅

緻

、
厚

大

の
工
巧

、
甚

舶

上

の
者

に
劣

れ

り

。

近

く
京

、
摂

、

武

江

、
皆

製

し
転

ず

る

も

長

崎

造

る

者

に
及

ば
ず

。

凡

そ
硝

子

を
錆

冶

す

る

の
方

、

渓

澗

の
白

石

を
采

り

、

焼

き

砕

き

末

し

、
細

絹

も

て
箭

過

せ

る
を

十

斤

、

鉛

十

斤

、

焔

硝

六

斤

、

各
色

に
随

い
薬

を

加

え

、
鉄

鍋

の
内

に

入

れ

炭

火

に
上

せ

、

麗

ぜ

和

句

す

。

取

り
出

し

て
再

び
土

壺

の
内

に
盛

り

、

斜

に
猛

火

の
炉

中

に
架

し

、
煮

瀾

、
融

化

し

て
漿

の
如

し
、

取

り

出

し
水

盆

の
中

に

っ
す
き
あ
め

入
れ
冷
定
し
、
揚
き
末
し
再
び
煮
る
こ
と
前
法
の
如
し
。
凡
三
二
日
夜
に
至
り
、
石
汁
は
純
紅
、
稀
錫
の
状
の
如
く

に
し
て
、
薬
成
る
。
即

ち
石
汁
を
鉄
管
頭
に
貼
し
、
軽
手
上
下
し

所
を

得
て
、
管
口
よ
り

呼
吸
し

消
息
し
て
、
器
を
製
す
。
彼
の
大
器
、
鏡
板
等
の
如
き
は
、
本

邦

の
工
人
未
だ
作
為
す
能
は
ず
)

〔要
旨
〕

近
頃
、
長
崎
で
ガ
ラ
ス
が
製
造
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
透
明
度
、
硬
さ
、
厚
さ
、
大
き
さ
は
舶
載

の
も
の
に
劣

っ
て
い
る
。
近
頃
、
京
、
大

坂
、
江
戸
で
も
製
造
し
て
い
る
が
、
長
崎
の
も
の
に
は
及
ば
な
い
。

。
原
料

・
調
合

白
石
十
斤
、
鉛
十
斤
、
硝
石
六
斤
。

。
着

色

剤

各
色

ご
と
に
薬
を
加
え
る
。

・
融

解

法

①
原
料
を
炭
火
の
上
の
鉄
鍋
の
中
で
混
合
、
②
混
合
物
を
土
壺
に
移
し
て
融
解
、土
壺
は
炉
中
に
斜
に
置
く
、
③
融
体
を
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水
盆
中
に
入
れ
て
冷
し
、
掲
き
粉
末
と
す
る
、
④
こ
の
粉
末
を
再
度
土
壺
の
中
で
熔
融
。

・
成

形

法

鉄
管
を
用
い
て
、
宙
吹
き
で
器
を
製
造
。
大
器
、
鏡
板
は
製
造
不
能
。

上
記
の
如
く
、
「硝
子
」
の
条
に
は
本
来
な
ら
極
秘
の
ガ
ラ
ス
原
料
の
調
合
を
始
め
、
融
解
工
程
の
諸
操
作

に
つ
い
て
ま
で
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
こ
の
条
の
按
語
が
恐
ら
く
正
伯
の
問
合
せ
に
応
じ
て
長
崎
代
官
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
調
書

に
基
づ
き
記
さ
れ
た
た

め
と
推
測
さ
れ
る
。

あ
ら

に

ほ
ん

に

な
お
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
諸
操
作
、
即
ち
粉
合
は
鉄
鍋
で
行

い
、
粗

(荒
)
煮
、
精

(本
)
煮
は
土
壺
で
行
い
、
粗
煮
と
精
煮
の
間
で

「
水

　

　

に
取
る
」
(「荒
煮
を
か
い
出
す
」)
と
い
う
各
操
作
は
、
百
年
後
の
文
政
の
頃
に
も
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
五
十
年
後
の
明
治
十
年
代
に
も
融
解

の
際

の
標
準
的
な
技
法
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
調
合
か
ら
生
成
が
予
想
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
、
比
重
な
ど
を
第

一
表

に
示
す
。

②

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
所
載
の
ア
ル
カ
リ

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

樹

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
第
四
編

「硝
子
工
業
」
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

合
資
会
社
渡
辺
硝
子
製
造
所
は
前
記
極
東
硝
子
技
師
長
渡
辺
明
の
経
営
に
係
り
、
印
度
向
ホ
ヤ
の
製
造
を
専
ら
と
す
。
送
り
瓦
斯
六
百
↓筋
　耳

蝸

八
本
入
の
堆
塙
窯
を
使
用
せ
り
。
明
の
先
代
渡
辺
直
三
郎
は
旧
尼
ケ
崎
藩
士
な
り
、
明
治
十
三
年
同
族
数
名
と
相
謀
り
、
大
阪
市
天
満
に

於

て
親
交
社
な
る
硝
子
製
造
所
を
興
し
、
最
初
は
油
壼
を
製
造
し
漸
次
他
の
製
品
に
及
べ
り
。
直
三
郎
亦

一
の
人
才

に
し
て
当
時
実
業
勃
興

の
機
運
に
際
会
し
、
斯
界
の
先
覚
と
交
遊
浅
か
ら
ず
、
殊
に
五
代
友
厚
と
好
く
、
之
を
援
け
て
長
く
大
阪
株
式
取
引
所
肝
煎
た
り
き
、
従

つ

て
硝
子
業
を
経
営
す
る
に
当

つ
て
も
工
学
博
士
中
沢
岩
太
、
薬
学
博
士
下
山
順

一
郎
等
に
教
え
を
享
け
て
原
料
、
燃
料
の
改
良
製
品

の
工
夫

を
な
せ
る
事
砂
な
か
ら
ず
。
其

の
頃
大
阪
の
硝
子
業
者
の
使
用
せ
る
原
料
配
合
例
は
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鉛

(金
属
状
)

五
貫
目

石
粉
又
は
砂

五
貫
目

コ

ダ
ネ

ノ
チ
グ
モ

之
を
五
種
と
称
し
鉛
七
貫
目
を
用
う
れ
ば
七
種
と
称
す
、
以
上
鉛
を
熔
か
し
つ
㌧
砂
又
は
石
粉
を
加

へ
て
鉛
を
吸
取
ら
せ
、
之
を
筋
ひ
て
金

属
状
鉛
を
除
き
去
り
、
之
に

重

曹

百
乃
至
百
五
十
目

硝

石

二
百
目
迄

を
加

へ
て
硝
子
と
な
せ
り
と
云
ふ
。

ゴ

グ
ネ

ン
チ
ダ
ネ

明
治
十
三
年
頃
の
大
阪
の
ガ
ラ
ス
業
者
の
調
合
は
石
粉
五
貫
目
に
対
し
鉛
五
貫
目
の

「
五
種
」
、
鉛
七
貫
目
の

「
七
種
」
が
あ

っ
た
。
こ
う

し
た
調
合
、
並
び
に
命
名
は
石
粉
の
量
を
基
準
に
調
合
の
種
類
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ア
ル
カ
リ
原
料
と
し
て
は
、
江
戸

時
代
に

一
般
的
で
あ

っ
た
硝
石
の
他
に
重
曹
百
乃
至
百
五
十
目
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
の
他
の
調
合
と
比
較
す
る

た
め
、
重
曹
百
乃
至
百
五
十
目
の
平
均
値
百
二
十
五
匁
を
硝
石
の
量
に
換
算
し
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
即
ち
重
曹
百
二
十
五
匁
か
ら
ガ
ラ

ス
化
す
る
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
同
量
の
モ
ル
数

の
酸
化
カ
リ
ウ
ム
を
得
る
た
め
の
硝
石
は
約
百
五
十
目
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
本
来
の
硝
石
二

百
目
に
加
え
、
計
三
百
五
十
目
の
硝
石
を
ア
ル
カ
リ
原
料
と
み
な
す

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら

の
調
合
よ
り
生
成
が
予
想
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組

成
、
比
重
な
ど
を
第

一
表
に
示
す
。

さ

て
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
の
主
原
料
は
石
粉
、
鉛
、
硝
石
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
料
を
調
合
す
る
場
合
、
そ
の
混
合
比
は
全
く
任
意
で
よ
い

㈹

か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
ゲ
ラ
ー
と
バ
ン
テ
ィ
ン
ゲ
に
よ
る
と
第
二
図
に
示
す
よ
う
に
、
あ
る

一
定
範
囲
、
即
ち
線

O
U

(囚
"・○
°
o。
6
・

i

困
"O
・
卜。
勺
げ
O
・
Oω
6
吋
1

℃
げ
○
)
よ
り
上
の
領
域
の
組
成

に
な
る
よ
う
な
調
合
で
な
い
と
ガ
ラ
ス
化
し
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
調

合
で
あ

っ
て
も
、
線

⇒
ゆ

(寄

O
・
"
2
0
・1

国
・O
・
℃
げ
O
・
命
同9

1

〆
・○
・
亀
び
O
・
。。G∩
凶9

1

勺
げ○
・
ω
6
こ

よ
り
下
の
部
分
で
は
、

そ
の
線
か
ら
大
き
く
隔
た
る
組
成
に
な
る
よ
う
な
調
合
ほ
ど
、
生
成
し
た
ガ
ラ
ス
は
不
安
定
さ
が
増
し
、
あ
る
い
は
失
透
す
る
傾
向
が
強
ま
る
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と
い
う
。
ま
た
、
現
在
で
は
ガ
ラ
ス
化
可
能

の
調
合
で
あ

っ
て
も
、
江
戸
時
代
の
燃
料
、
炉
の
性
能
で
は
ガ
ラ
ス
化
が
困
難
な
調
合
も
あ
る
。

第

一
表
に
示
し
た
調
合
か
ら
生
成
が
予
想
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
は
、
第
二
図
に
み
ら
れ
る
如
く
線

O
U

よ
り
上
方

に
位
置

し
て
い
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
と
し
て
、
そ
の
七
、
八
割
は
さ
ら
に
線

〉
切

よ
り
上
方
、
即
ち
安
定
な
ガ
ラ
ス
の
領
域
に
分
布
し
て
い
る
し
、
残
り
も
、
そ
の

線
か
ら
、
そ
う
大
き
く
隔
た

っ
て
位
置
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
調
合
は
多
く
の
試
行
錯
誤
を
経
て
定
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第

一
表
の
調
合
を
系
統
に
分
け
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
手
掛
り
と
し
て
、

一
、
量
目
の
単
位
は
何
か

二
、
調
合

の
基
準
は
石
粉
か
、
鉛
か

三
、
い
ず
れ
の
地
方
、
何
時
頃
の
調
合
か

、

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
.
江
戸
時
代
の
調
合
の
内
、
現
在

の
と
こ
ろ
最
も
古
い
記
録
と
目
さ
れ
る
上
記

『庶
物
類
纂
』
の
調
合
は
鉛
十

斤
、
石
粉
十
斤
、
硝
石
六
斤
で
あ
り
、
ま
た
何
時
頃
か
ら
公
に
さ
れ
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
遅
く
と
も
享
和
三
年

(
一
八
〇
三
)
に
刊

⑰

行
さ
れ
た

『妙
術
博
物
笙
後
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

『
拾
遺
智
恵
海
』
に
記
さ
れ
た
調
合
は
鉛
十
斤
、
石
粉
十
斤
、
硝
石
十
斤
で
、
両
者
と

も
斤
単
位
で
あ
る
。
ま
た

『長
崎
町
づ
く
し
』
に
お
い
て
渡
辺
庫
輔
氏
が
、
長
崎
に
は

「享
保
十

一
丙
午

(
一
七
二
六
)
年
に
は
確
か
に
硝
子

㈹

屋
仲
間
が
あ

っ
た
。
こ
の
硝
子
屋
仲
間
は
、
日
本
硝
子
仕
立
様
を
心
得

て
い
て
」
と
し
て
示
さ
れ
た
調
合
も
、
『庶
物
類
纂
』
所
載

の
調
合
と

同
じ
で
あ
る

(白
石
の
量
目
の
単
位
が
匁
に
な

っ
て
い
る
が
誤
記
も
し
く
は
誤
植
で
あ
ろ
う
)
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
斤
を
単
位
と
し
、
鉛
と

石
粉

が
同
量
の
調
合
は
長
崎
の
古
い
調
合
と
推
測
で
き
よ
う
。

と

こ
ろ
で
鉛
と
石
粉
が
同
量
の
調
合
は
、
貫
を
単
位
と
し
て
使
用
し
、
硝
石

の
量
の
み
を
変
化
さ
せ
た
形
で
、
各
種
文
献
に
散
見

せ
ら
れ
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ハW

励

の

ち
　かた
ロ

る
。
即
ち

『金
剛
硝
子
製
造
法
』
に
は

「色
消
硝
子
」
⑮

(鉛
、
石
粉
、
硝
石
、
各

↓
〆
目
)、
「中
硬
」
⑨

(鉛
、
石
粉
、
各

一
貫
目
、
硝
石

五
百

五
十
目
)
が
、
ま
た

『
明
治
卜
午
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
』
に
は
宝
暦
十

一
年

二

七
六

一
)
に
開
業
し
、
そ

の
後
大
坂
天
神
筋
町
に

個

製
造
所
を
設
け
た
長
崎

の
人
、
和
泉
屋
清
兵
衛
か
ら
文
化
十
四
年

二

八

一
七
)
に
先
代
が
伝
習
を
受
け
た
伊
藤
庄

三
郎
の
調
合

〔鉛
、
石

粉
、
各
五
貫
、
硝
石
二
貫
七
百
目

二

貫
、

]
貫
、
五
百
四
十
目
)〕
が
、
『
日
本
近
世
窯
業
史
』
に
は
幕
末
か
ら
明
治

時
代
初
期
と
推
定
さ
れ

切

⑳

る
配
合
例
と
し
て
、
鉛
、
石
粉
、
各
十
貫
、
硝
石
三
貫

(
一
貫
、

一
貫
、
三
百
目
)
、
ま
た
明
治
十
三
年
頃
の
大
阪

の
調
合
と
し
て

「
五
種
」

働

〔鉛

、
石
粉
、
各
五
貫
目
、
硝
石
三
百
五
十
目
相
当

(
一
貫
、

一
貫
、
七
十
目
)〕
が
、
そ
し
て

『
少
年
工
芸
文
庫
』

に
は

「
胴
返
し
」
〔鉛
、

石
粉

、
各
四
貫
目
、
硝
石
二
〇
〇
目

二

貫
、

一
貫
、
五
十
目
)
〕
が
み
ら
れ
る
。

一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
時
代
の
降
る
に
従
い
硝
石

の
量

が
減
少
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

上
記
の
よ
う
に
鉛
、
石
粉
が
同
量

の
場
合
は
鉛
、
石
粉
の
い
ず
れ
の
量
を
基
準
と
し
て
硝
石

の
量
を
定
め
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
鉛
、

石
粉

の
量
比
を
変
え
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か

一
方
の
量
を
固
定
し
、
他
の
量
を
変
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
例
え
ば

『
金
剛
硝
子
製
造
法
』

や
ハ
ら

か
た
ね

か
た
た
ね

に

み
ら

れ

る
よ

う

に
、
鉛

一
貫

目

、
硝

石

三

百

五

十

目

に

対

し

て
石

粉

を

「
軟

種

」

④

で

六

百

五

十

目

、

「
中

硬

」

③

で

七
百

目

、

「
硬

種

」

⑳

互

で

八
百

目

と

変

え
、

ま

た

『
退

閑
雑

記

』

に
記

さ
れ

た

「
鉛

百

目

、

焔

硝

三

十

五

目

、
石

八

十

目

、
和
ら
か
に
な
す
に
は
、
石
」
+
口
よ
り
四
κ
文
H
も
ま
し

⑳

い
ろ
・
」

と

す

る
調
合

、

『
硝

子

伝

授

書

之
事

』

に

み

ら

れ

る

「
鉛

壱

〆

め

二
付

当

地

相

場

ニ
ハ
七

百

め

」
、

焔

硝

は

「
鉛

壱

〆

め

二
付

三

百

五
拾

匁

姻

た
ね

ち
〒
ゴ
ー

い
し

こ

わ
り

い

し

こ

ど
ら

〒

宛

・・
-

な
ど

の
記
述

の
仕

方

、

『
少

年

工

芸
文

庫

』

の

「
種

の
調

合

は

、
鉛

十

に
硅

酸

粉

八

の
を

八
割

法

と

い

ひ

、
鉛

と

硅

酸

粉

と

同

量

な

の

、

鋤

と
　
が
し

を
、
胴
返
し
と
い
ふ
て
ま
し
た
」
と
の
調
合
名
の
付
け
方
は
、
い
ず
れ
も
鉛
の
量
を
基
準
と
し
て
、
他
の
原
料
の
量
を
定
め
て
い
た
こ
と
を
示

す
も

の
で
あ
ろ
う
。

ち
う
と
ほ
り

こ
れ
に
対
し
て

『
金
剛
硝
子
製
造
法
』
に
み
ら
れ
る

「
色
消
硝
子
」
⑮

(鉛
、
石
粉
、
硝
石
、
各

一
〆
目
)
と

「
中
通
」
⑤

(鉛

一
貫
百

一73一



㎝

ゴ
グネ

目
、
石
粉
、
硝
石
、
各

一
貫
目
)
と
の
関
係
、
ま
た

『日
本
近
世
窯
業
史
』
の

「鉛
(金
属
状
)
五
貫
目

石
粉
又
は
砂

五
貫
目

之
を
五
種

ーチ
ζ

蜘

と
称

し
鉛
七
貫
目
を
用
う
れ
ば
七
種
と
称
す
」
と
の
調
合
名
の
付
け
方
は
石
粉
の
量
を
基
準
に
他
原
料

の
量
を
定
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

鉛
、
石
粉
同
量
の
調
合
か
ら
、
相
対
的
に
石
粉
の
量
を
例
え
ば
減
ず
る
場
合
、
鉛

の
量
を
変
え
ず
に
石
粉
の
量
を
減
ら
す
か
、
石
粉
の
量
を

変
え
ず

に
鉛
の
量
を
増
す
か
は
、
考
え
方
の
相
違
で
あ
り
、
調
合
の
系
統
を
異
に
す
る
原
因
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
ガ
ラ
ス
素
地
製
造
の
系
統
を
考
え
る
際
に
注
意
す
べ
き
四
つ
の
操
作
が
あ
り
、
そ
の

一
は
最
初
鉛
を
熔
か
す
と
き
に
亜
鉛
を
少
量
加
え

励

ー

　
ド

　

る
こ
と
、
そ
の
二
は
粉
合
の
後
、
節
に
か
け
て
石
粉
と
混
合
し
な
か

っ
た
鉛
を
除
去
す
る
こ
と
、
お
よ
び
粗
煮
を
し
た
後
、
こ
れ
を
水
に
取

っ

闘

て

(水
中
に
投
入
し
て
)
未
反
応
の
鉛
、
硝
石
を
除
去
す
る
こ
と
、
そ
の
三
は
水

に
取

っ
た
も

の
を
精
煮
す
る
際
、
再
び
硝
石
を
加
え
る
こ

O
J

O

ヨ

む

と
、
そ
の
四
は
消
色
剤
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
操
作
は
そ
の
す
べ
て
が
、
ど
の
流
派
に
お
い
て
も
行
わ
れ

て
い
た
と
は
限
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
操
作
の
内
、
い
ず
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
、
技
術
の
系
統
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
各
操
作
が
当
該
ガ

ラ
ス
の
製
造
に
際
し
て
行
わ
れ
た
か
否
か
は
、
記
録
に
よ
ら
ず
と
も
、
そ
の

一
の
場
合
、
化
学
分
析
、
螢
光
X
線
分
析

な
ど
に
よ
り
、
亜
鉛
添

加
の
有
無
が
識
別
可
能
で
あ
り
、
そ
の
三
の
場
合
、
鉄
な
ど
の
不
純
物
の
発
色
の
状
態
か
ら
、
あ
る
程
度
そ
の
操
作
の
有
無
が
識
別
可
能

で
あ

り
、
そ
の
四
の
場
合
、
ガ
ラ
ス
の
色
か
ら
、
消
色
剤
添
加
の
有
無
の
識
別
が
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
常
に
念
頭
に
留
め
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

調
合
の
時
代
に
よ
る
推
移
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
鉛
、
石
粉
、
硝
石
が
各
同
量
と
い
う
調
合
に
よ
る
ア
ル
カ
リ
分

の
多

い
、
し
た
が

っ
て
塩
の
吹
き
易

い
比
較
的
不
安
定
な
ガ
ラ
ス
を
改
良
す
る
た
め
に
、
調
合
は
次
第
に
ア
ル
カ
リ
を
減
ら
す
方
向
に
進
ん
だ
よ
う

で
あ

る
。
だ
が
そ
の
結
果
清
澄
温
度
な
い
し
作
業
温
度
は
高
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ
故
燃
料
、
炉
な
ど
の
関
係
、
製
品
の
種
類
な
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第

隔
表

江
戸
時
代

に
お
け
る
ガ

ラ
ス
の
調
合
、
組
成
、
比
重
、
清
澄
温
度
、
作
業
温
度
。
原
料
調
合

比
欄
中

の

菅
付
数
字
は
鉛

の
量
を
5
8
と
し
た
場
合

の
石

粉

.
硝
石

の
量

(換
算
値
)
。
イ
タ
リ

ッ
ク
体
数
字
は
当
該
遺
品

の
分
析
値
中
主
要
三
成
分

の
値
よ
り
逆
算
し
た
原
料
調
合
比

の
概
数

お
よ
び
組
成

百
分
率
、

丸
中
片
仮
名

.
丸

中
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ

「
和
硝
」
「
金
剛
」
所
載

の
各
調
合

に
便
宜
上
記
載
順
に
付
し
た
記
号
。
比
重
は

ハ
ギ
ン
ズ

の
法

(註

2
)
に
よ
り
算

出
、
清
澄
温
度

(粘
度

H
O
団
ボ

ア
ズ
相
当

の
温
度

)
お
よ
び
作
業
温
度

(粘
度

一
卑

ボ

ア
ズ
相
当

の
温
度
)
は

ス
ラ
ヴ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
法

(
註
3
)

に
よ
り

算
出
。
但
し

ス
ラ
ヴ

ャ
ン
ス
キ
ー
の
法
は

ω
δ

鵠
8
1
。。
O
日
。
一&
▼
男
げ
0

3
1
紹
日
〇
一凝
-
(国

Z゚
四
)
閏O

ω
1
一〇
ヨ
〇
一譲

で
適
用
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
参

考

の
た
め
適
用
範

囲
を
越
え
る
値

の
も

の
に

つ
い
て
も
算
出
し

釜
印
を
付
し
て
示
し
た
。
お
よ
そ
の
目
安
に
過
ぎ
な

い
。

⊃

博
解
」

(註
8
参
照
)
、

「
奇

術
」
(註
31
)
、

「
工
業
史
」

(註
32
)
、
『
考
古
」

(註

33
)
、
『金
剛
」

(註
14
参
照
)
、
「拾

遺
」

(註

12
参
照
)
、
『
少
年
」

(註

19
参
照
)
、
「
庶
物
」

(註
6
参
照
)
、

『
退
閑
」
(
註
21
参
照
)
、
「伝
授
」
(
註
22
参

照
)
、

「
長
崎
町
」

(
註

13
参
照
)、

『
万
宝
」

(註
34
)
、
『
窯
業
史
」

(註

9
参
照
)
、

『
和
硝
』

(註
7
参
照
)
、

鴫
a

°
(註

35
)

調合

番号

1・

 

代時

ヱ

3

4

5

一
6

域地_轟 畿 驚 轟欝_)L
63.3 0 1164.4・ 「 816.8・1

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23
阪

鯨(～ 卵浦 一 一 　 一

長崎(寛 政)?,江 戸(文 政)

(江戸後期)

長崎(寛 政),須 賀川(寛 政),京 都(文 政),美 濃(文 政),江 戸(文政)

大坂(～ 明治)

長崎(寛政),須 賀川(寛 政)

江戸(文 政)

(江戸後期)

長 崎(江戸後期)

長 崎(寛政),須 賀川(寛政),江 戸(天 保)

東京?(～ 明治)

江戸(弘 化,～ 明治)

(江戸中期～ 後期)

江戸(文 政)

(享和),江 戸(天 保)

長崎(享 保)

江戸(天 保)

長崎(宝 暦)?,大 坂(宝 暦?～ 明治)

(江戸中期～後期)

●

1137.0

1079.5*

1183.6

1350.7*

1227.4

■

800.8

767.2*

828.0

925.6*

853.6

T

757.6*

858.4*

863.2

876.0

962.4ホ

978.4*

10.0

14.8

9.5

25

26

27

(～明治)

大 坂(～ 明治)

東京?(～ 明治)

江 戸(天 保)

(廷享)

長崎(寛 政),,江 戸(文政)

大坂(寛 政2～ 明治)

904.8

794.4*

812.0*

893.6*

904.8*

906.4*

916.0*

951.2

964.0

1024.8*

1029.6*

1063.0*

1235.7*

1243.9

1265.8

1413.8*

1441.2*

1315.1

1126.1*

1156.2*

1295.9*

1315.1*

1317.9*

1334.3*

1394.6

1416,5

1520.6*

1528,8*

 

坊

a-

[

　ー

一1

826.4*

925.6*

1002.4

1103,2*

18,8

10.3

9.8

8。7

1.3

0

36.7

27.8

24.9

26.5

28.5

 

1

一1

}一

一

25.3

2L6

23.9

24.0

24.3

26.2

26.6

 

　μ

6・

理

川

塑

鵬

鰯

鋭
㎝

窺

ガラスの組成 ・比重の計算値

)1腫

68,3 ・14・98

8.614.28

!Si・・(w・%lpb・(w・%〕1晩 ・(w・%

31.7

調合名 ・ガ ラス名 ・()内 は出典等 ・〔 〕内は換算前調合比

4.07

4.19

4・281

4・1・1

13.2

8.4

1.3

8.2

 

一
r

一

57.0

52,6

55.5

59,4

34.4

34.2

36.1

3.83

4.00

4.00

3.99

4.12

4.15

17.4

9.4

9。0

8.0

1.2

0

54.1

47.4

52.0

52.2

52.8

56.7

57.4

39.4

37.7

35.2

38.6

38.8

39.2

42.1

42.6

1180.9*

1350.7*

9.1

18.4

18.7

12。1

11.2

11.1

10.3

7.5

6.5

1.6

1.1

19.3

11.4

1482.3

1654.9*

22.2

19.7

18.3

19.7

20.0

20.0

20.2

20.8

21.0

22.1

22.2

68.8

61.9

63.0

68.1

68.8

68.9

69.5

71.7

72.5

76.3

76.6

冊

o

16.8

18.5

17.4

18.8

63.9

70.1

74.9

81.2

3.84

3.71

3.61

3.68

3,69

3.69

3.70

3.74

3.75

3.82

3.83

3.51

3.59

3.49

3.56

8.641.6
「49.8

17.6

18.3

11.9

11.0

10.8

10.1

7.3

6.3

1.5

1.1

19.3

11.4

44.7

42.4

45.7

46.2

46.3

46.6

48.1

48,6

51,1

51.3

硯

o

37.7

39.3

42.4

42.9

42,9

43.3

44.6

45.1

47.4

47,6

39.9

43.8

40,8

44.8

42.6

46.3

49.4

53,7

東 京 ・山 崎豊 太 郎 の 法(「工 業 史 」p.275)

軟 種㊨ ④(「和 硝』5オ,「 金 剛』5オ ー5ウ)

煉 玉(「奇 術 」11オ)

「和 ら か」な 硝 子(『退 閑 」1),京 ・栄 二 郎 の 法(「伝 授 」),中 硬 ⑰ ③(「和 硝 」5オ,「 金 剛』5オ)

七 種 〔鉛1400,石 粉1000,硝 石70〕(「窯 業 史」4,p.320)

「和 らか」な硝 子(「退 閑 」1)

硬 種 ⑦(「和 硝」4ウ),硝 石850は350の 誤 記 ヵ

硝 子(「奇 術」10ウ)

今 魚 町傘 鉾 ガラ ス細 工(「考 古 」6.p.404)

硝 子(「退 閑」1),硬 種 ②(『金 剛」5オ)

八 割 法(「少年 」6,pp.99f)

東 京 ・玉 井勇 次郎 の法(「 一 博 解」2区2-4類,p.133)

Coveredbowl(Hゴs'.,p.456)

中 通㊥ ⑤ 〔鉛1100,石 粉1000,硝 石1000〕(「 和 硝 」5オ ー5ウ,「 金 剛」5ウ)

白硝子(「 拾遣 」60オ,「 万 宝 」74ウ),色 消硝 子 ⑮(「金 剛 」7ウー8オ)

硝 子(「庶 物 」23,硝 子2ウ),白 地硝 子(「長 崎 町」55回)

中 硬⑨(「金 剛』6ウ)

大 坂 ・伊藤 庄 三 郎 の 法(「一 博 解 」2区2-4類,p.135)

Flutedcllp(石r's'.,p.455)

記 録未 見

鉛 硝 子(「 窯 業 史 」4,p.212)

五 種(「 窯 業 史 」)4,p.320)

胴 返 し(「 少 年 」6,pp.99f)

中 通 ⑦(「 金 剛」6オ)

Tumbler-shapedwinecup(」 研s',,p.455)

極 硬 種 ㊥ ⑥,硬 種⑧ 〔鉛800,石 粉1000,硝 石350〕(「 和 硝』5ウ,「 金 剛」5ウ ー6オ)

大 坂 ・木 村又 兵 衛 の法 〔鉛800,石 粉1000〕(「 窯 業 史 」4,p,83)

原料調合比

釧 石粉1硝 石

5・・1・

165・135・

700

714‡「

75・135・

580

350

50*

1850

420

400

350

50

800

1
9!・1

軸o壁

0

400

90壁

1000

600

550

540

500

350

300

70

50

1120

600

437.5*

0

1000

1100

1250*

1000
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偲

第

二
図

江
戸
時
代
に
お
け
る
ガ

ラ

ス
調
合

の
系
統

と
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ

ス
の
安
定
性

。
図
中

1
か
ら

27
の
数
字

は
第

一
表

最
右
欄

の
調
合
番

号
に
相

当

す
る
。
な
お

ス
、Q
l
誤
O
f
盟
9

系

で
の
ガ

ラ
ス
化
範
囲
、
ガ

ラ
ス
の
安

定
性
等

に

つ
い
て
は
、
ゲ
ラ
ー
と

バ
ン
テ
ィ
ン
ゲ
両
氏

の
図

(註

10
)
お
よ

び
今
岡
稔
氏

の
図

(註

11
)
を
援

用
し
た
。
即
ち
ガ

ラ

ス
化
範
囲

(線

Ω
)
よ
り
上
方
)
、
安
定

範
囲

(線

〉
切

よ
り
上
方

)
、
軟
化
開
始

温
度
等

は
ゲ

ラ

ー

と
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
両
氏

に
よ
り
、
ガ
ラ

ス
化
範
囲

(線

田

よ
り
上
方
)
は
今
岡
稔
氏

に
よ
る
。
但

し
線

国
閃

は
同
氏

の
図
か
ら

読

み
取

っ
た

モ
ル
百
分

率
を
重
量
百
分
率
に
換
算
し

て
示

し
た
た
め
精
度

は
十
分

で
な

い
。
江
戸
時
代

の
ガ
ラ

ス
調
合

の
主
流

は
、
ガ

ラ
ス
の
安
定

性
を

増
す

た
め
線

(留
「曲①㎝

δ
O
O
勺
げ
.
一
〇
〇
〇餓
9

.
決

Z
O
・・
即
ち
鉛

一
〇

〇
〇

.
石
粉

]
○
○
(」

・
硝
石

n
の
系
列

)

に
沿

っ
て
カ
リ
成
分
を
少

な
く
す
る
よ
う
、

即
ち
硝
石

の
量

n
を
小

さ
く
す

る
よ
う
右
方

へ
向

っ
て
進

み
、
ま

た
熔

け
易

い
ガ

ラ

ス
を
得

る
た
め
に
は
、
線

(留
「凶霧

δ
O
O℃
σ
・
ロ
Q。
6

吋
・
。。α
O
困
Z
O
し

に
沿

っ
て
珪

酸

分
を
少

な
く
す

る
よ

う
、
即
ち
石
粉

の
量

n
を
小
さ
く
す

る
よ
う
下
方

へ
向

っ
て
進

ん
だ

よ
う
で
あ
る
・

醜

㎜

幡

'

q

軸
・

.鰹

迄

も

出

1

画
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第

三
図

江
戸
時
代
に
お
け
る
ガ
ラ

ス
調
合

の
系
統
と
変
遷
。
破
線

で
囲
ん
だ
調
合

(
一
貫

、

}
貫
、

三
五
〇
目
)

は

記
録
未

見
。

変
化
す

る
量

目
。

*
印
付
温
度
は

お
よ
そ
の
目
安
と
し

て
の
参
考
値
。
出
典

お
よ
び

そ
の
略
号

に
つ
い
て
は
第

一
表
を
参
照
。

ゴ

シ

ッ
ク
体

の
数
字

は

『庶 物 』

貫
貫
目

1

1

50

1528.8°C孝

1029.6°C●

 

硬軟

10斤

10斤

10斤

b

10斤

10斤

6斤

『窯 業 史 』

1 10貫(1貫) 1貫
レ1 10貫(1貫) , 1貫 レ

」
3貫(300目) 70目

『金 剛 』
『一博 解 』

幽11唖

1貫

1貫

550目

5貫(1貫)

5貫(1貫)

2貫700目(540目)

「 一一 一

11
レ11

L3,
}

1520.6°C●

1024.8℃ 辱

1416.5℃

964.0℃

800目

ヨr芝

350日

1482.3°C

1002.4℃

『窯 業 史 』 『窯 業 史』}1
監 1

七 種 五 種

7貫(1貫400目)

5貫(1貫)

350目(70目)

1350.7℃ ・

925.6℃ 毒

5貫(1貫)

5貫(1貫>

350目(70目)

f520.6℃ 串

1024.8℃ 串

・少年』r少 年一

八 割 法 胴 返 し

4貫(1貫)

3貫200目 ω00目)

200目(50目)

4貫(1貫)

4貫(1貫)

200目(50目)

1528.8℃ 串

1029.6°C.

「金 剛 』

種

霞

巳

」

「

8

1

1

1

j

1413.8°C宰

962.4℃ 宰

ほ 書}
L3旦 」一」
r-o-一 一門

11394.6℃l

L2互¥聖 」

;
3

　 ロ し ロ 　　

「1配
11貫 。目

350

11295 ,9自C零

893.6℃ ・

1317.9°Cホ

906.4℃ 宰

1315,1°C零

904.8°C■

『拾 遺 』

1156,2て コ・

812.0て:ホ

『金 剛 』

1156.2°C申

812、0℃ 零

一 り
r金{剛 』

璽 廿1∫

『金 剛 』

 

貫
貫
貫

『金 剛 』

軟 樋

一

中 硬 硬 樋

「
→

L

1織

650目

35(⊃ 臼

1r量

700目

350匹1

1蟹1'

750目

350目

一
11頃

8008

350i1

1394.6℃

951.2℃

 

1

1
」

　

I

I

l

-

L

1265.8℃

876.0℃

『退 閑 』

1227.4℃

853.6℃

『退 閑 』

1183,6℃

828.0℃

「退 閑』

 

-
⊥
-
占
-

1137.0℃

800.8℃

貫
貫
貫

1

1

1

11562℃ 尋

812.0て'き

『金 剛 』

通中

1貫100目
1貫'

1貫

1126.1℃ ㌻

794.4°C噸

凡 例

『出典 』

調 合 名

鉛
石 粉
硝 石

清澄温度
作業温度



1673

延宝

17111716

正 徳 享 保

1751

宝暦

1789ユ8011804

寛政 享和 文化

1818

文政

1830

天保

1844

弘化

1860

万延

ユ868

幕 末 ～ 明 治

白 子

0

0

0

0
0

0

0

0

0

1
1

1

31

『拾 遺 』 鉛 肖子

0
0

0

0
AU
O

O

O

3

1
1

35

『窯業 史』

山 口

福 岡

佐 賀

薩 摩

凡 例

調合名 『出典 』

鉛

石 粉

硝 石

比 重

『嬉 遊 』6 ,上(音 曲)

,兀
年

江 戸

小lll某(長 崎 ・

大 坂 ・江 戸 の

職 人)

「窯業 史』4
, 瞠 『窯業史・P・ ・4

P・131

??D7?

一
極硬種 中 通 色消硝子 中 硬 中 通

800

1000

350

10001000

11001000

11201000

ユ000

1000

550

1100

1000
1000

3149 3,513.6ユ 3.69 3.71

3
年

四本亀次郎
『斉彬公」1

八割 法 ・胴 返 し

1000

800・1000

50

412・3.83

1000
ユ000

600

『庶 物 』

『少年 』

長 崎

『末 次 』20
3.68

11年 11年

上総 屋

留三 郎

『窯業 史』

4.p.811

年

ll湘 乱
文 次 郎

『窯 業 史』

4、P.7

5
年

大 坂

4

年

『長 崎 町』55回 和 泉 屋(播 摩 屋)清 兵 衛
L博 解 』2区2-4類

p.135,(『 窯 業 史』

4,PP.5f)

『須 賀 川』7、p.113

『洋 画』p.359初 代 庄 三 郎

14年

屋
衛叢] 　解

藤

郎

博

三

「
伊

庄

r 0

0

0

q

O

O

4

盆

0

0

K
J

1

1

亀

b誓1詮・1⊥挿

1'1り0・10{狛

1"垣}袖

4.28・3.82

『窯 業 史 』

京 都

『和 漢 』60
,5ウ

美 濃

須賀川

『武 江』5 ,宝暦年 間記事

木 村 又 兵 衛

『窯業 史』4
、p.83

相谷

氷壺

1000

700～800
350

『退 閑』

團
」

皿
ス

ま云町郎二

(

栄

0

0
0

割

ool

茜53

4.19～399

『工 業 史』

撫螂圃
魏 撮併團

第

四
図

江
戸
時
代

に
お
け
る
ガ
ラ
ス
技
術

(主
と
し

て
素

地
製
造
法

)
の
系
統

と
伝
播
。
不
要

な
年
号
は
省
略

し
、
ま

た
年
号
記

入
位

置
は
記
事

の
多
少

に

よ
り
変

え

て
お
り
、
お
よ
そ

の
目
安

に
過
ぎ

な
い
。
『
嬉
遊
』

(註

36
)
、
『
末
次
』

(註

37
)
、
『
須
賀
川
』

(註

38
)
、
『
斉
彬

公
』

(註

39
)
、
『
武

江
』

(註

40
)、

『部
寄
』

(註

岨
)
、

『洋
画
』

(註

42
)、
『
和
漢
』

(註

43
)。
他

の
出
典

お
よ
び
そ

の
略
号

に
つ
い
て
は
第

一
表

参
照
。



ど

に
よ

っ
て
、

軟

ら

か

い
ガ

ラ

ス

(熔

け

易

い
ガ

ラ

ス
)

れ

る
。

(第

二
図
、
第

三
図
、
第
四
図
参
照
)
。

が
必
要
な
場
合
は
、
石
粉
を
相
対
的
に
減
ら
す

こ
と
で
解
決

し
た
よ
う
に
見
受
け
ら

註
ω

 

②〔3)(7)(6)〔5)〔 ∠1)

棚

橋

淳

二

「鉛

丹

ガ

ラ

ス
と
金

属
鉛

ガ

ラ

ス
」

(
一
)

(『
研

究

紀

要

』

第

十

六

号

、
松

蔭

女

子
学

院
大

学

・

短
期

大

学

学

術

研

究

会

、

昭

和

四

十

九

年

)
、

四

四
-

七

五
頁

(縦

組

)
、

(三

)

(前
掲

『
研

究

紀

要

』

第

十
九

号

、

昭

和

五
十

二
年

)
、

二
五

i

七

二

頁

(縦

組

)
、

〔
四

)

(前

掲

『
研

究

紀

要

』

第

二
十

一
号

、

昭

和

五

十

四
年

)、

五
七

-

六
六

頁

(縦

組

)。

棚

橋

淳

二

「
江

戸
時

代

の

ガ

ラ

ス
」

(由

水

常

雄

・
棚

橋

淳

二

『
東

洋

の
ガ

ラ

ス
…

-
巾
国

・
朝
鮮

・
日
本
l
l
』

三

彩

社

、
昭

和

五

十

二

年

)
、
一
五

八
1

=

ハ
○

頁

。

竃

四旦

〔
。

[
°

=
=
σq
σ。
寡

国
註

栄
仁
雪

ー
=
雪

ω
5

臼
9

汀
巳
四二
〇
口

o
{
浮

邑

信

。
邑

O
℃像
8

】
9

コ
・゚雷
鼻
㎝

o{

。

Ω

窃
ω

{「o
ヨ

房

O
o
ヨ
B

ω帥ま

ロ

一口

≦

.①
剛σq
江

零

「8
口
冨
σq
ρ

㍉
。寵
慧

良

駄

謡

』
ミ

「時
§

P

鳶

ミ
8,

疑

脳δ
、・
器

・
H窓

F

薯

・心ー

刈
・
名

古

屋

工
業

大

学

工
学

部

蔵

。

成
瀬
省

『ガ

ラ

ス
工
学
」

(共
立
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
三
十
.二
年
)
、

二
二

ニ
ー

二
二
五
頁
。

森
谷
太
郎

・
成
瀬
省

・
功
刀
雅
長

・
田
代
仁

『
ガ
ラ

ス
⊥
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

(朝
倉
書
店

、
昭
和

四
十
五
年

七
版

)、

一
〇

一
-

一
〇
四
頁
。

エ
ム

・
ア

・

マ
ト

ヴ

ェ

エ
フ
、

ゲ

・
エ
ム

・

マ
ト

ヴ

ェ
エ

フ
、

べ

・
エ
ヌ

・
フ
レ

ン
ケ

ー2

『
ガ

ラ

ス
化

工
便

覧

-

計
算
と
デ
ー
タ
ー

』

一
九

七

二

年
、
日

・
ソ
通
信
社
翻
訳
部
訳
、

(日

・
ソ
通
信
社

、
昭
和

五
十
年
)
、

一
八
〇
頁
。

上
田
清

・
宮
崎

雄

一
郎

『
新
訂
硝
子
』
上
巻

(産
業

図
書
株
式
会
社
、
昭
和

三
十
三
年
再
版
)
、
七
九
-

八
〇
頁

。

福
井

保

「庶

物
類
纂

解
説
」

(
『
マ
イ
ク
・
フ
ィ
ル
ム
版

庶
物
類
纂

解
説
・
細
日
』
雄
松
堂

フ
ィ
ル
ム
出
版

有
限
会
社

、
昭
和

四
十
年
)
、

一
-

三
頁
。

稲
生
若
水

・
丹
羽
正
伯

『庶

物
類
纂

』
稿

本
、
元
文

三
年
成
、
玉
属

、巻
之

二
士

二
、硝

子
、
ニ
ウ
ー

三
オ
。
内
閣
文
庫
蔵
。
雄
松

堂

フ
イ

ル
ム
版

に
よ
る
。

花
井

一
好

『
和
硝
子
製
作
編
』
稿

本
、
文
政
十
二
年
序

、
(平
井
保
正
編

『
箪
思
叢
録
』
巻
.二
十
五
)
、
七
オ
i

九
オ

(本
文

)。

前
田
育
徳
会

尊
経
閣
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文
庫

蔵
。

内
国
勧
業
博

覧
会
事

務
局

『
明
治
+
年
内

国
勧

業
博
覧
会

出
品
解
説

』
明
治
十

一
年
序
、
第

二
区
第

二
ー

四
類
、

一
二
九
頁
。
国

立
国
会
図
書

館
蔵

〔特

旨
1
α
。。己

(教
育
博
物
館
本

)。

大

日
本
窯
業
協
会

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
第

四
編

「
硝
子
工
業
」

(大
日
本
窯
業
協
会

、
大

正
六
年

、
昭
和

四
十

一
年
復
刻
)
、

三
二
〇
1
三

一
=

頁
。

勾
゜
閃
゜
Ω
Φ
=
臼

・
己

国
゜
Z
°
切
巨
け帥品

"
↓
訂

ω旨

①
日

寄

O
l
誤

○
-
ω
6
・矯
㍉
ミ
§
ミ

旦

沁
§

韓
き

旦

、蒔

さ

馬営

ミ

bq
ミ
§
ミ
駄

物
討
民
ミ
昏

、

一
y

這
ω
9

召

』
謡
-
悼
。。
P

「
帥αq
』

(
℃
』
。。
刈
)
・
関
東
学
院
大
学
図
書
館
蔵
。

ω
ヨ
①
偉

ζ
・

ピ
①<
一口
↓

0
巴

客

幻
。
げ
げ
一誹

国
巳

=
。
壽

a

「
6
ζ
。竃
9
甑
。
岡
寧

禽
俺
b
貯
興
自
義

誉
「

9
碁
§
暮

'
↓
訂

諺
ヨ
巴

。
雪

O
Φ轟
a
°

oo
o
〔犀
ざ

ω
乱

臣

、゚
一箋
♪

薯

゜
}㎝
心
-

一績

゜

作
花
済
夫

・
境
野
照
雄

・
高
橋
克
明

『
ガ

ラ
ス

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

(朝
倉
書
店
、
昭
和

五
十

二
年
再
版

)
、

八
九

〇
頁
。
今

岡
稔

氏
は

同
頁

所
載

の
図

。。
・ミ

に
お
い
て
、

寄

Q
ー
勺
げ
O
l
。。
凶9

の
ガ
ラ

ス
化
範
囲

が
ゲ
ラ
ー
と
バ

ン
テ

ィ
ン
グ

の
示
し
た
も

の
よ
り
更
に
広

い
こ
と
を
示

さ
れ
た
。

(第

二

図

の
最
下

の
実
線

国
閃
。
但

し
同
書

の
図
か
ら
読

み
取

っ
た

モ
ル
百
分
率
を
重
量
百
分
率

に
換
算

し

て
示

し
た
た
め
、
精
度
は
十
分

で
な
い
。
)

『
拾
遺
智

恵
海
』

(『
妙
術
博
物
笙
後
編
』
版

本
、
享
和

三
年

)
、
六
十

オ
ー

六
十
ウ
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

渡
辺

庫
輔

『長
崎

町

づ
く

し
』

第

五
十
五
回
、

(『
長
崎

新
聞
』
第

五
五
七
七
号
、
長
崎
新
聞
社
、
昭
和
三
十
七
年

四
月
二
十
五
日
)
、

五
面
。

長
崎

県
立
長
崎
図
書
館
蔵
。

花

井

一
好

『
金
剛
硝
子
製
造
法
』
写
本

、
天
保
三
年
附
言

、

(『破
環
精
工
全
書
』

の
内
)
、
七
ウ
ー

八
オ

(本

文

)
。
東
京
大
学

史
料
編
纂
所

蔵

〔島

津
家
文
書
、

HH
話
ー

ト。
〕
。

花

井

一
好
、
前

掲

『
金
剛
硝
子
製
造
法

』

六
ウ

(本
文

)。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲

書
、
第

二
区
第

ニ
ー

四
類
、

=
二
五
頁
。

大

日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書
、
第
四
編

、
二

一
二
頁
。

大

日
本
窯

業
協
会
、
前
掲
書
、
第
四
編

、
三

二
〇
頁
。

石
井
研
堂

『
少
年
工
芸
文
庫
』
第
六
編

『
硝
子
の
巻
』

(博
文
館

、
明
治
三
十
九
年
第

三
版

)
、
九
九
-

一
〇
〇
頁
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。
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花
井

一
好
、
前
掲

『
金
剛
硝
子
製
造
法
』

五
オ
ー

五
ウ

(本
文

)。

松
平
定
信

『
退
閑
雑
記
』
巻
之

一
、

(国
民
図
書

『
日
本
随

筆
全
集

』
第
十

四
巻
、
国
民
図
書
、
昭
和
三
年
)
、

一
七
四
頁
。

栄

二
郎

『硝

子
伝
授
書
之
事
』
文
書

、
文
政
九
年
成
、
福
岡
市

・
桧
垣
元
吉
氏
蔵
。

石
井
研
堂

、
前
掲
書

、
第

六
編

、
九
九
頁
。

花
井

一
好

、
前
掲

『金
剛
硝

子
製
造
法
』

五
ウ
、
七
ウ
ー
八
オ

(本
文

)
。

大

日
本
窯
業
協
会

、
前
掲
書

、
第

四
編
、

三
二
〇
頁
。

松
平
定
信
、
前
掲
書

、
巻
之

一
、

(前
掲

『
日
本
随
筆
全
集
』
第
十
四
巻

)
、
一
七
四
頁
。

栄

二
郎

、
前
掲
文
書

。

花
井

一
好
、
前
掲

『
和
硝

子
製
作
編
』

六
ウ
ー

七
オ
。

内

国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
、
第

二
区
第

ニ
ー

四
類

、

一
二
九
頁
、

=
二
五
頁
所
載

の
沢
定
次
郎

、
鳥
山

利
八

の
製

法
。

大

日
本
窯
業

協
会

、
前
掲
書
、
第
四
編

、
三
二
〇
頁
。

稲
生

若
水

・
丹
羽
正
伯
、
前
掲
書
、
玉
属

、
巻
之

二
十

三
、

硝
子
、

ニ
ウ
ー

三
オ
。

三
宅
也
来

『
万
金
産
業
袋
』
版
本
、
享

保
十
七
年
刊

、
巻
之
三
、
十
五
ウ
ー
十
六
オ
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵

。

松
平
定
信
、
前
掲
書
、
巻
之

一
、

(前
掲

『
日
本
随
筆
全
集
』
第
十

四
巻
、

一
七
四
頁
。

花
井

一
好
、
前
掲

『和
硝

子
製
作
編
』

八
ウ
。

内

国
勧
業
博
覧
会
事
務

局
、
前
掲
書

、
第

二
区
第

ニ
ー

四
類
、

一
二
八
1

=
二
二
頁
、

=
二
五
頁
、
第

二
区
第
九

-

十
類

、

九

四
頁

所
載

の
芝
崎

久
蔵
、
沢
定
次
郎
、
皆
川
久
兵
衛
、
奥
野
藤
兵
衛
、
伊
藤
庄

三
郎

、
小
西

九
平

の
製
法
。

農
商
務
省
博
覧
会
掛

『
明
治
卜
四
年
第

二
回
内

国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
』
明
治
十
六
年
、
第

二
区
第
十
四
ー
十

五
類

・
第
十
九
類
、

八
二
頁
所
載

の
熊

崎

安

太
郎

の
製
法
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
刈
下
ー
二
〇
〕
。

石
井

研
堂
、
前
掲

書
、
第
六
編
、

一
〇
〇
頁
。

渡

辺
庫

輔
、
前
掲
書

、
第
五
十
五
回
。
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松
平
定
信
、
前
掲
書
、
巻
之

一
、

(前
掲

『
日
本
随

筆
全

集
』
第
十
四
巻
)
、

一
七
四
頁
。

内
国
勧
業
博

覧
会
事

務
局
、
前
掲
書
、
第
二
区
第
ニ
ー

四
類

、

一
二
九
頁
所
載

の
沢
定
次
郎

の
製
法
。

流
派

に
よ

っ
て
は
硝
石

を
粗
煮

の
際
に
は
加

え
ず

、
精
煮

の
際

に
の
み
加
え

る
。

以
下
は
そ

の
事
例
。

三
宅
也
来

、
前
掲
書

、
巻
之

三
、
十

五
ウ
ー
十

六
オ
。

前
掲

『
拾
遺

智
恵
海
』

六
十
オ
i

六
十
ウ
。

石
井
研

堂
、
前
掲

書
、
第
六
編

、
九
九
-

一
〇
〇
頁
。

花
井

一
好
、
前
掲

『和
硝

子
製
作
編
』

九
ウ
。

『
第

二
回
内
国
博
覧
会

出
品
願
井
出
品

解
説

書
』

(勧
業

課

)
、

写
本

、
明
治

十

四
年

、
出

品
解

説
書

、

四
十

五
オ
。

佐
賀

県
立

図
書
館

蔵

〔
県

N
一ー

ミ
〕
。

野
中
武
寓

『
奇
術
秘
書
』
写
本

、
成
立
年
不
明
、
び

い
ど
う
史
料
庫

蔵
。

杉

江
重
誠

『
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
』

(
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
編
集
委

員
会
、
昭
和

二
十
五
年
)。

山
崎

一
雄

「ガ

ラ

ス
」

(
三
上
次
男

・
楢
崎
彰

一

『
日
本

の
考
古
学
』
w

「歴
史
時
代

(上

)
」
、
河
出
書
房
、
昭
和
四
十

二
年

)
。

『万
宝
智
恵
海
』
版
本

、
文
政
十

一
年
刊
、
び

い
ど
う
史
料
庫

蔵
。

O
o
同9
ご

国
巴
「
「
冨

寅
ヨ
。
q

毫

O
§

』
註

㍉
§
§
、
ス
。
9
蕊
冨

H韓
①∋
9
8

口
一
に
住
゜
⇔
己

↓
冨

O
。
「三
=
σq
ζ
ロ
田2
ヨ

。h
Ω
婁

、
6
謡

゜

喜
多
村
信
節

『
嬉
遊
笑
覧
』

日
本
随
筆
大
成
編

集
部

編
、

(緑
園
書
房
、
昭
和
三
十
三
年
)。

『末
次
平
蔵
御
闘
所
家
財
諸
道
具
長
福
院
諸
道
具
御
払
帳
』
文
書
、
元
禄
四
年
成

、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
。

須
賀
川
市
教
育
委
員
会

『
須
賀
川
市
史
』
第

七
巻
「
文
化
と
生

活
-
須
賀
川
俳
譜
と
亜
欧
堂
田
善
な
ど
ー
」

(須
賀
川
市
教
育
委
員
会
、
昭
和

五
十
三
年
)
。

市
来
四
郎

『
斉
彬

公
御

言
行
録
』
写
本

、
明
治

十
七
年
成
、
巻
之

一
、
「
紅
色
瓦
羅
斯
製
煉
御
開
之
事

」
の
条
。
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵

〔島

津
家

文

書
、

昌

刈
-
一
〕
。

斎
藤

幸
成

『
武
江
年
表
』
巻

の
五
、

(『
江
戸
叢
書
』
巻

の
十

二
、
名
著
刊
行
会
、
昭

和
三
十

九
年
)。

『
部
寄
』
毛
利
家
文
庫
、
万
延
元
年
八
月
及
九
月
分
之

内
、
御
意

口
上
控

(耳

)、
山

口
県
文
書
館
蔵
。
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働

西
村
貞

『
日
本
初
期
洋

画
の
研
究
』

(全
国
書
房
、
昭
和

二
十

一
年

再
版

)。

⑬

寺
島
良
安

『和
漢

三
才
図
会
』
版
本
、
正
徳

二
年
序
、
巻
第

六
十
。
び

い
ど
ろ
史
料
庫
蔵
。

四

ガ
ラ

ス
技
術

の
伝
播

「ガ
ラ
ス
技
術
と
秘
伝
」
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
技
術
は
、
①
原
料
の
調
合
、
②
融
解
、
③
成
形
、
④
徐
冷
、
⑤
加
飾
に
大
別

で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
を
職
人
の
側
か
ら
見
た
場
合
、
①
原
料

の
調
合
、
②
融
解
は
種
屋

(原
料
商
)
の
仕
事
、
種

屋
で
製
造
さ
れ
た
餅
種

(硝
子
生
地
)
を
②
熔
融
、
③
成
形
、
④
徐
冷
す
る
の
は
素
地
加
工
職
の
仕
事
、
そ
の
製
品
に
⑤
加
飾

(グ
ラ
ヴ

ィ
ー

ル
、
切
子
、
絵
付
、
鍍

金
な
ど
)
を
行
う
の
は
、
ま
た
別
の
職
人
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
ガ
ラ
ス
技
術

の
修
業
と

い
う
場
合
、
素
地
製
造
か
、
素
地
加
工

か
、
加
飾
か
を
別
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
実
際
に
は
分
業
で
な
く

(下
請
に
も
だ
さ
ず
)
自
家

で
全

工
程
を

一
貫
し
て
行
う

場
合
も
多
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ど
の
業
者
が
ど
の
よ
う
な
営
業
形
態
で
あ

っ
た
か
を
示
す
資
料
は
極

め
て
少
な
く
、
そ
れ
故

ど
こ
の
誰
が
、
ど
こ
の
誰
か
ら
如
何
な
る
技
術
を
修
得
し
た
か
を
知
る
こ
と
は
至
難
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
少
し
で
も
ガ

ラ
ス
技
術
の
伝
播
の
実
態
を
解
明
し
て
い
く
た
め
に
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
、
各
地
の
買
物
案
内
、
業
者
の
引
札
な
ど
か
ら
、
各
業
者
の
屋
号
、
氏
名
、
営
業
内
容
を
知
る
。

二
、
伝
授
書
な
ど
の
文
書
を
集
め
る
。

三
、
内
国
勧
業
博
覧
会
資
料
な
ど
か
ら
、
業
者
の
沿
革
を
知
る
。

四
、
既
成
の
ガ
ラ
ス
製
造
史
関
係
図
書
か
ら
、
師
弟
関
係
、
沿
革
な
ど
の
知
識
を
得
る
。

五
、
製
作
地
、
時
代
な
ど
を
推
定
で
き
る
遺
品
の
比
重

(で
き
れ
ば
化
学
組
成
)
と
原
料
調
合
比
か
ら
算
出
し
た
ガ
ラ
ス
の
比
重

(化
学
組
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成
)
を
比
較
し
、
調
合
の
系
統
を
知
る
。

六
、
製
作
地
、
時
代
な
ど
を
推
定

で
き
る
遺
品
の
素
地
の
色
と
、
で
き
れ
ば
分
析

に
よ
る
亜
鉛

の
有
無
か
ら
、
融
解

の
技
法

(亜
鉛
の
添

加
、
精
煮
の
際
の
硝
石
の
添
加
)、
お
よ
び
消
色
剤

の
添
加

の
有
無
を
推
測
す
る
。

但

し
上
記
五
に
お
い
て
、
調
合
比
か
ら
算
出
し
た
ガ
ラ
ス
の
比
重

(化
学
組
成
)
と
、
そ
の
調
合
比
で
製
造
し
た
ガ

ラ
ス
の
比
重

(化
学
組

成
)
と
が
必
ず
し
も

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
①
粉
合
の
後
、
箭

に
か
け
て
石
粉
と
混
合
し
な
か

っ
た
鉛
を
除
去
し
、
②
粗

煮
の
後
、
水
に
取

っ
て
未
反
応
の
鉛
、
硝
石
を
除
去
し
、
③
精
煮
の
際
、
再
び
硝
石
を
加
え
る
な
ど
の
操
作
が
な
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
長
時
間

高
温
下
に
あ

っ
て
か
な
り
の
ア
ル
カ
リ
分
が
蒸
発
し
た
場
合
、
予
測
さ
れ
た
組
成
の
ガ
ラ
ス
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
遺
品

の
比
重
(化
学
組
成
)か
ら
調
合
の
系
統
を
推
測
す
る
場
合
、
お
よ
そ
の
目
安
が
得
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
各
地
別
に
主
と
し
て
素
地
製
造
を
中
心
に
ガ
ラ
ス
技
術
の
伝
播
を
検
討
し
て
み
た
い

(第
四
図
参
照
)。

0

長
崎

長
崎
に
何
時
頃
、
宋
の
技
法
の
流
れ
を
引
く
と
推
定
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
中
国
か
ら
直
接
伝

え
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
中
国
か
ら
他

の
地
域
、
例
え
ば
博
多
、
京
、
大
坂
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
技
術
が
長
崎

へ
伝
え
ら

ω

れ
た

の
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ

『
末
次
平
蔵
御
闘
所

家
財
諸
道
具
長
福
院
諸
道
具
御
払
帳
』
に

「
日
本
物
ひ
い
と
ろ
釣
花
入
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
長
崎
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
は
平
蔵
御
閾
所

の
延
宝
四
年

二

六
七
六
)
以
前
に
遡
る
と
み
ら
れ
る
。
渡
辺
庫
輔

氏
に
よ
る
と
、
享
保
十

一
年

(
一
七
二
六
)
長
崎
に
は

「硝
子
屋
仲
間
」
が
あ
り
、
そ
の
仲
間
の
原
料
の
調
合
は
鉛
十
斤
、
白
石
粉
十
匁

(十
斤
の
誤
り
)
、
白
え
ん

ω

し
ょ
う
六
斤

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石
六
〇
〇
)
で
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
の
も
と
に
な

っ
た
資
料
は
未
だ
明
ら
か
に
な

し
得

て
い
な
い
が
、
『庶
物
類
纂
』
に
そ
の
記
述
を
裏
付
け
る
よ
う
な
原
料
の
調
合
、
鉛
十
斤
、
白
石
十
斤
、
焔
硝
六
斤

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石

80



㈹

粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石
六
〇
〇
)
が
み
ら
れ
る
。

長
崎
に
お
け
る
原
料
の
調
合
が
、
上
記
以
外
に
な
か

っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
も
上
記
と
変
ら
ず
に
行
わ
れ
て
い
た
と
か
い
う
よ
う
に

考
え

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
硝
石
の
量
比
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
融
解
の
困
難

さ
は
、
石
粉
の
量
比
を
減
ら
す
よ
う
に
工
夫
し
て
解
決
し
た
と
思
わ
れ
る
。

長
崎
に
お
い
て
修
業
し
、
宝
暦
十

一
年

(
一
七
六

一
)
に
開
業
し
、
後
大
坂
天
神
筋
町
に
製
造
所
を
設
け
た
和
泉
屋
清
兵
衛
か
ら
文
化
十
四

年

二

八

一
七
)
に
伝
習
を
受
け
た
庄
三
郎

の
二
代
目
伊
藤
庄
三
郎
の
原
料
調
合
が
鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石
五
四
〇
で
あ
る
の

ω

を
見
れ
ば
、
宝
暦
頃

の
長
崎
で
は
未
だ

『庶
物
類
纂
』
の
調
合
に
近
い
調
合
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
寛
政
年
間
に
松
平
定
信

ら

ゆ　

に
よ
り
贈
せ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
長
崎
の
相
谷
氷
壷
の
原
料
調
合
は
、
文
書
と
し
て
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)
頃
の

ω

定
信

の
筆
録
に
み
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
素
地
製
造
に
関
す
る
詳
細
な
記
事

(①
原
料
の
調
合
、
②
鉛
の
津
の
取
り
方
、
水
に
取
る
こ
と
、
焔
硝
の
添

加
な
ど
の
融
解
法
、
③
着
色
剤
お
よ
び
そ
の
添
加
量
)
は
、
氷
壺
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

当
時

の
長
崎
に
お
い
て
鉛
百
目
、
石
八
十
目
、
焔
硝
三
十
五
目

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
八
〇
〇
、
硝
石
三
五
〇
)
乃
至
鉛
百
目
、
石
七
十
か
ら

七
十
五
目
、
焔
硝
一、一十
五
目

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
七
〇
〇
ー
七
五
〇
、
硝
石
一.一五
〇
)
と
い
う
、

一
連

の
調
合
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

餅

る
。
嘉
永
六
年

二

八
五
三
)
、
今
魚
町
の
玉
屋
丸
勢
民
三
郎

の
作
と
い
わ
れ
る
長
崎
魚
の
町

(旧
今
魚
町
)
の
傘
鉾

の
飾
り
に
用
い
ら
れ
て

研

い
る
青
緑
色
ガ
ラ
ス
の
分
析
値
よ
り
逆
算
し
た
調
合
比
は
鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
八
〇
〇
、
硝
石
四
〇
〇
で
あ
り
、
氷
壺

の
調
合
に
ほ
ぼ

一
致
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
上
記

の
二
、
三
の
資
料
を
も
と
に
長
崎
に
お
け
る
調
合
の
変
遷
を
論
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
宝
暦

か
ら
寛
政
の
間
に
調
合
が
変
化
し
た
の
か
、
宝
暦
頃
に
も
既
に
鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
八
〇
〇
、
あ
る
い
は
七
五
〇
1
七
〇
〇
、
硝
石
三
五
〇
と

い
う
調
合
が
あ
り
、
清
兵
衛
の
伝
習
が
偶
然
、
鉛
、
石
粉
同
量
の
流
派
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
今
後
多
く
の
資
料
を
も
と
に
検
討
す
べ
き
問
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題
で
あ
ろ
う
。

⇔

大
坂

大
坂
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
の
開
始
を
示
す
資
料
は
未
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
お
そ
く
と
も
正
徳
二
年
前

で
あ
る
こ
と
は
、
『
和

㈲

漢
三
才
図
会
』
〔正
徳
二
年

二

七

=

一)
序
〕
の
以
ド
の
記
事
か
ら
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
-
頃
摂
-
州
大
-
坂
ニ
モ
亦
多
ク
作
艸
之
ヲ

(近
頃
摂
州
大
坂
に
も
亦
多
く
之
を
作
る
)

従

っ
て
こ
の
時
以
前
に
恐
ら
く
長
崎
か
ら
ガ
ラ
ス
素
地
製
造
法
も
含
め
て
ガ
ラ
ス
技

術
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
時
代
は
降
り
宝
暦
十

一
年

(
一
七
六

一
)
以
後
、
再
び
ガ
ラ
ス
素
地
製
造
法
も
含
め
て
ガ
ラ
ス
技
術
が
長
崎
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
即
ち

『明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧
会

出
品

解
説
』
に
は
、

宝
暦
十

一
巳
年
肥
前
長
崎
人
和
泉
屋
清
兵
衛
ナ
ル
者
開
業
後
チ
大
坂
天
神
筋
町
二
製
造
所
ヲ
取
設
ク
後
チ
文
化
十
四
丑
年
三
月
先
代
庄
三
郎

伝
習
ヲ
受
ケ
今

二
至

ル

と
あ
り
、
宝
暦
十

一
年

(
一
七
六

一
)、長
崎
の
人
和
泉
屋
清
兵
衛
が
ガ
ラ
ス
製
造
を
始
め
、
そ
の
後
大
坂
天
神
筋
町
に
製
造
所
を
設
置
、文
化
十

四
年

二

八

一
七
)
、伊
藤
庄
三
郎

の
先
代
庄
三
郎
が
清
兵
衛
か
ら
ガ
ラ
ス
技
術
の
伝
習
を
受
け
て
、
明
治
十
年
現
在
ま

で
営
業
を
続
け
て
き
た

助

砂

貞り

と
い
う
。
そ
の
記
述
は
『
大
阪
商
業
史
資
料
』
の
記
事
と
も
、ま
た
以
前
述
べ
た
よ
う
に
『
日
本
近
世
窯
業
史
』
の
記
事
と
も

異
な
る
点
が
多

い
が
、

『明
治
卜
q
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
』
の
記
述
は
、出
品
人

の
提
出
し
た
「製
造
物
解
説
取
調
」
の
「開
業
沿
吊
年
暦
及
人
名
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

か
ら
暫
く
こ
れ
に
拠
る
こ
と
と
し
た
。庄
三
郎
の
原
料
の
調
合
は
鉛
五
貫
目
、
珪
石
末
五
貫
目
、硝
石
二
貫
七
百
目

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉

一
〇
〇

〇
、
硝
石
五
四
〇
)
で
、
『庶
物
類
纂
』
、
『長
崎
町
づ
く
し
』
に
記
さ
れ
た
鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石
六
〇
〇
に
か
な
り
近
く
、長
崎
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の
技
法
が
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
庄
三
郎

の
申
告
と
よ
く

一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

寛
政
年
間
、
河
内
よ
り
大
坂
に
出
て
眼
鏡
生
地
の
製
造
を
開
始
し
、
次

い
で
磁
石
蓋
硝
子
、
髪
鏡
の
製
造
に
移
り
、
そ
の
子
の
代
に
デ

ッ
キ

硝
子
の
製
造
に
転
じ
た
と
い
う
又
兵
衛
(木
村
)
の
明
治

二
十
年
頃
ま
で
の
調
合
が
鉛
八
掛
け

(鉛
八
〇
〇
、
石
粉

一
〇
〇
〇
)
で
あ

っ
た
と
い

㈲
う
が
、
こ
の
調
合
が
寛
政
頃
か
ら
変
ら
ず
行
わ
れ
て
い
た
も

の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
大
坂
に
は
多
数
の
ガ
ラ

ス
業
者
が
い
た
が
、
他

の
者
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
各
人

の
原
料

の
調
合
を
知
る
由
も
な
く
、
ま
た
師
弟
関
係
も
少
数

の
者
を
除

い
て
不
明
で
あ
る
。

⇔

京
都

京

都
で
ガ
ラ
ス
製
造
の
開
始
さ
れ
た
時
期
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
京
大
坂
間
の
距
離

の
近
さ
、
ま
た

『彩
画
職
人
部

㈹

類
』
に
み
ら
れ
る

「中
興
長
崎
に
是
を
製
す
る
こ
と
を
得

て
花
洛
坂
陽
に
伝

へ
其
業
を
な
す
も
の
あ
り
」
と
の
記
述
、
『武
江
年
表
』
の

「
中

古
長
崎
に
て
製
す
る
事
を
得
、
京
大
坂
に
伝

へ
し
を
」
と
の
記
事
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
正
徳
頃
に
は
京
都
で
も
ガ
ラ

ス
製
造
が
な
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
初
期
に
お
け
る
原
料
の
調
合
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
文
政
九
年

二

八
二
六
)
当
時
の
京
都
の

一
般

的
な
調
合
は
、
西
堀
川
通
り
下
立
売
h

ル
町
硝
子
師
栄
二
郎
の

『硝
子
伝
授
書
之
事
』
に
よ
る
と
、
鉛
壱
〆
め
、
石
粉
七
百
め
、
焔
硝
三
百
五

拾
匁

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
七
〇
〇
、
硝
石
三
五
〇
)
で
、
寛
政
頃
の
長
崎
で
の
調
合
と
推
定
さ
れ
る
調
合
と
同
じ
で
あ
る
。
も
し
仮
り
に
正

徳
頃

か
ら
変
ら
ず

に
鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
七
〇
〇
、
硝
石
三
五
〇
の
調
合
が
京
都
で
行
わ
れ
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ
が
長
崎
か
ら
伝
え
ら
れ
た

も
の
と
す
る
と
、
当
時
の
長
崎
に
も
同
様
の
調
合
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
、
渡
辺
氏
の
い
わ
れ
る
享
保
頃
の
長
崎

に
お

け
る

「
硝
子
屋
仲
間
」

畑

の
調
合

(鉛

]
O
O
O
、
石
粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石
六
〇
〇
)
と
の
関
係
に
矛
盾
が
生
ず

る
。
し
た
が

っ
て
長
崎
か
ら
京
都

へ
原
料
の
調
合
が
伝

え
ら

れ
た
と
し
て
も
、
正
徳
の
頃
に
は
正
徳
頃

の
長
崎

の
調
合
が
、
そ
の
後
に
は
そ
の
当
時
の
長
崎

の
調
合
が
伝
え
ら
れ
た
と
推
測
す
る
の
が
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妥

当

と

思

わ

れ

る
。

㈲

江
戸

『
嬉

遊
笑

覧

』

に
よ

る
と

、
江
戸

で
初

め

て
ガ

ラ

ス
を

吹

い
た

の
は

文

政

の
頃

七

十

余
才

で

あ

っ
た

と

い
う

浅

草

の
長

島

屋

半

兵

衛

の
祖

父

ゆ

源
之

蒸

で
、

そ

の
時

期

は
正

徳

頃

で
あ

ろ
う

と

い
弛
。
と

こ
ろ

で
ド

ロ
シ
ー

・
ブ

レ

ア
ー
氏

は

『
日
本
之

硝

子
史

』
に

お

い

て

、
元

禄

四

年

(
一
六

九

一
)当

時

江
戸

の

町

に
ガ

ラ

ス
吹

き

が

い
た

こ
と

を

ケ

ン
ペ

ル

の
『
日

本

誌

』
を

引

用

し

て
記

し

て
お

ら

れ

る
。
こ

の
ガ

ラ

ス
吹

き

が

、
長

崎

あ

た

り

か

ら

の
行
商

人

な

の
か

、
あ

る

い
は

江
戸

に
定

住

し

て

い
た

者

な

の
か

は

勿

論

明

ら

か

で

な

い
が

、
こ

の
記

録

は

京

大

坂

に
お

け

る
ガ

ラ

ス
製

造

開
始

の
時

期

を

考

え
る

上

で
も

重
要

で
あ

る
。
も

っ
と

も

ド

ロ
シ
i

氏

が

引

用

さ

れ

た

シ

ョ
イ

ヒ

ツ

ェ
ル

(い

O
・
ω
。
冨

ロ
睾

、
。
.
)

に

よ

る
英

訳
版

は
、
ケ

ン
ペ

ル
の
手

稿

、
ケ

ン
ペ

ル

の
甥

の
手

稿

を

も

と

に

一
七

七

七
-

一
七

七

九

年

に
ド

イ

ツ
語
版

を

刊

行

し

た

ド

ー

ム

(O
°

ミ

゜
O
。
ゴ
∋
)

に
よ

る

と

、

「
ケ

ン

ペ

ル

の
考

え

を
敷

衛

し

た

り

、
自

分

の
意

見

め

い

た
も

の
を

附

け

加

え

た

り

、
翻

訳

と

い
う

よ

り

は
意

訳

と

言

わ

ね

ば

な

ら

ぬ

よ
う

な
個

所

が

見

受

け

ら

れ

る

」
と

い
う

。
し
か

も

ド

ロ
シ

ー

氏

が

引

用

さ

れ

た

ガ

ラ

ス
吹

き

(αq
諄

m

江
。
幕

H
切
)
の
個
所

が

㈱

ド
ー

ム
版

に
は
見
当
ら
ず
、
こ
の
個
所
が
正
に
シ
ョ
イ
ヒ
ツ
ェ
ル
に
よ
る
加
筆
部
分
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
シ

ョ
イ
ヒ
ツ

ェ
ル

に
よ
る
こ
の
ガ
ラ
ス
吹
き
の
記
事
が
、
シ
ョ
イ
L
ツ
ェ
ル
の
想
像
に
よ
る
敷
衛
な
の
か
、例
え
ば
ケ
ン
ペ
ル
の
覚
書
き
な
ど
に
基
づ
い
た
も
の
な

の
か
、今
と
な

っ
て
は
確
認
の
し
よ
う
も
な
い
。
し
た
が

っ
て
現
在

の
と
こ
ろ
ケ
ン
ペ
ル
の
英
訳
版
所
載

の
ガ
ラ
ス
吹

き
の
記
事
の
み
に
よ

っ

て
、
江
戸
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
開
始
時
期
を
元
禄
四
年
(
一
六
九

一
)ま
で
遡
ら
す

こ
と
は
適
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。

文

政
の
頃
江
戸
で
行
わ
れ
て
い
た
調
合
は
、
花
井

一
好
に
よ

っ
て
、
恐
ら
く
芝
神
明
宮
前
の
小
山
弥
兵
衛
な
ど
の
硝
子
師
か
ら
聞
き
集
め
ら

れ
、
『和
硝
子
製
作
編
』
『金
剛
硝
子
製
造
法
』
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、

⑳

①

『
拾
遺
智
恵
海
』
『万
宝
智
恵
海
』
の
調
合
と
同
じ

「色
消
硝
子
」
⑮

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石

一
〇
〇
〇
)
お
よ
び
そ
の
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に
　

　

変
種
と
み
な
さ
れ
る

「中
通
」
θ
⑤

(
鉛

=

O
O
、
石
粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石

一
〇
〇
〇
)
、
「中
通
」
⑦

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉

一
一
〇

〇
、
硝
石

=

二
〇
)

⑳

②
享
保
か
ら
宝
暦
頃
の
長
崎

の
調
合
に
近

い

「中
硬
」
⑨

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉

一
〇
〇
〇
、
硝
石
五
五
〇
)

母

田

①

ゐ　

ビ

　

③
寛
政
頃
の
長
崎

の
調
合
と
推
定
さ
れ
る

「軟
種
」
(◎
④

「
中
硬
」
㊥
③

「
硬
種
」
②

〔
鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
六

五
〇

(七
〇
〇
、
八
〇

〇
)
、
硝
石
三
五
〇
〕
と
い
う

一
連
の
調
合
、
お
よ
び
こ
れ
と
類
縁
関
係
に
あ
る
と
み
ら
れ
る

「極
硬
種
」
㊦
⑥

(鉛
八
〇
〇
、
石
粉

一
〇

〇
〇
、
硝
石
三
五
〇
)

が
み
ら
れ
る
。

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
に
よ
る
と
、
上
総
屋
留
三
郎
は
浅
草
南
元
町
に
工
場
を
設
け

「
箸
風
鈴
類
を
製
造
販
売
」
し
て
い
た
が
、
ガ
ラ
ス
工

業
は
長
崎
が
盛
大
と
聞
き
、
文
政
十

一
年

二

八
二
八
)
江
戸
を
去
り
、
同
地
で
数
年
間

「技
術
を
練
磨
」
し
て
、
天
保
五
年

二

八
三
四
)

圃

江
戸

に
帰
り

「従
来
の
如
く
風
鈴
及
び
箸
の
製
造
を
為
す
の
外
、
生
地
類
を
も
兼
業
と
し
て
製
造
販
売
す
る
」
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
留
三

郎
が
長
崎

へ
修
業
に
旅
立

っ
た
の
は
単
に
風
鈴
箸
を
作
る

「
技
術
を
練
磨
」
す
る
た
め
ば
か
り
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
留
三
郎
は
恐
ら
く
そ
の

当
初
、
種
屋
か
ら
餅
種
を
仕
入
れ
、
こ
れ
を
再
融
し
て
加
工
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
留
三
郎
の
長
崎
で
の
修
業
の
目
的
は
、
餅
種
の
製
造
に

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
江
戸
に
帰

っ
て
か
ら
の
製
造
品
目
に

「生
地
類
」
が
加
わ

っ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
江
戸
の
種
屋

で
の
修
業
は
、
い
た
ず
ら
に
同
業
者
を
増
す

こ
と
に
な
る
た
め

一
般
に
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
に
よ
る
と
、
加
賀
屋
は
文
政
の
頃
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
を
企
て
、
手
代
文
次
郎
に
そ
の
監
督
を
さ
せ
た
。
文
次
郎

は

「
業
に
忠
実
な
り
し
為
め
更

に
斯
道
の
蔽
奥
を
研
め
ん
と
欲
し
」
、
ガ
ラ
ス
の
製
造
は
大
坂
が
遙
か
に
進
歩
し
て
い
た
た
め
、
大
坂
の
和
泉

爾

屋
嘉
兵
衛
と
い
う
ガ
ラ
ス
製
造
業
者
の
許

で
数
年
修
業
し
て
江
戸
に
帰
り
、
「
従
前
の
如
く
主
人

の
業
を
督
」
し
た
と

い
う
。
因
み
に
嘉
兵
衛
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⑳

は
、
坤
埆
製
造
業
者
、
信
楽
長
野
村
奥
田
三
右
衛
門
の
柑
塙
納
品
先
で
あ
り
、
少
く
と
も
柑
蝸
を
使
用
す
る
仕
事
を
行

っ
て
い
た
業
者
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
文
次
郎
は
果
し
て
、
江
戸
に
帰
り

「従
前
の
如
く
主
人
の
業
を
督
」
す
る
た
め
だ
け
に
数
年
間
も
大
坂

で
修
業
を
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
加
賀
屋
が
ギ
ヤ
マ
ン
製
造
を
企
て
た
当
座
は
、
恐
ら
く
加
工
職
人
を
雇
い
、
餅
種
は
や
は
り
種
屋
か
ら
仕
入
れ
て
加
工
だ
け
を
し
て

い
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
後
に
は

「
其
生
地
を
自
ら
製
造
し
、
之
を
加
工
し
、
箸
及
び
風
鈴
の
外
、
各
種

の
硝
子
器
具
を
製
作
し
た
る
者
と

㈲

し
て
は
、
上
総
屋
及
び
加
賀
久
を
除
い
て
は
、
他

に
是
れ
あ
ら
ざ
り
し
も
の
～
如
し
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
文
次
郎
の
大
坂
で

の
修
業
の
目
的
が
餅
種
製
造
技
術
の
修
得
に
あ
り
、
そ
の
成
果

の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

加
賀
屋
久
兵
衛

の
徒
弟
、
沢
定
次
郎
も
素
地
の
製
造
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
定
次
郎
は
鉛
の
津
を
と
る
た
め
の
亜
鉛

の
添
加
、
精
煮
の
際
の

働

硝
石

の
添
加
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
久
兵
衛
は
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
定
次
郎
の
技
術
が
久
兵
衛
か
ら
伝

え
ら
れ
た
と
す
る
と
、

久
兵
衛
も
同
様
の
操
作
を
行

っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑳

須
賀
川

⑬

西
村
貞
氏
に
よ
る
と
、
松
平
定
信
は
寛
政
年
中
そ
の
領
内
、
須
賀
川
に
氷
壺
と
い
う
名
工
を
招

い
て
ガ
ラ
ス
の
製
造
を
行
わ
せ
た
と
い
う
。

㈲

『須
賀
川
市
史
』
は
氷
壺

の
姓
を
相
谷
と
し
、
長
崎
よ
り
招
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
定
信
は
寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)
頃
の
筆
録
中

に
詳
細
な

㈹

ガ
ラ
ス
融
解
法
、
調
合
、
着
色
法
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
ガ
ラ
ス
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
氷
壷
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
標
準
的
な
調
合
は
鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
八
〇
〇
、
硝
石

三
五
〇
で
あ
り
、
こ
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
想
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
比
重
は

ω

三

・
九
九
で
あ
る
。
須
賀
川
の
旧
家
、
市
原
良
彦
氏
所
蔵
の
手
付
水
差
し
、
杯
は
そ
の
比
重
が
土
屋
良
雄
氏
の
測
定

に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も

働

三

・
九
で
あ
り
、
素
地
の
色
が
淡
黄
色
を
帯
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ガ
ラ
ス
器
が
長
崎
の
調
合
に
よ
り
、
し
か
も
精
煮
の
際
に
硝
石

を
加

え
る
長
崎
の
技
法
に
よ

っ
て
製
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
定
信
が
筆
録
に
お
い
て
鉛
の
津
を
と
る
た
め
亜
鉛
を
加
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え
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈹

美
濃

㈲

『
日
本
近
世
窯
業
史
』
に
よ
る
と
、
石
塚
岩
三
郎
は
文
化
の
頃
長
崎
で
数
年
間

「
技
術

の
伝
習
」
を
受
け
た
後
、
美
濃
稲
葉
郡
鵜
沼
村
に
ガ

と

だ

ラ
ス
製
造
工
場
を
開
き
、

一
年
有
余
の
後
、
即
ち
文
政
二
年

(
一
八

一
九
)、
こ
れ
を
可
児
郡
土
田
村

に
移
設
し
た
。
岩
三
郎
が
久
世
家
の
御

用
で
ガ
ラ
ス
を
製
造
し
た
と
き
の
文
書
に
は
、
原
料
と
し
て
鉛
三
貫
目
、
臼
焔
硝
二
貫
目

(鉛

一
〇
〇
〇
、
硝
石
六
六
六
)
と
あ
る
。
石
粉
の

量
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鉛
と
同
量
程
度
と
思
わ
れ
る
。
な
お
原
料
と
し
て
亜
鉛
二
〇
〇
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
長
崎
の
技
法

と
目
さ
れ
る
。
ま
た
文
書
に
み
ら
れ
る
瑚
砂
が
、
ガ
ラ
ス
素
地
製
造

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
岩
三
郎

の
調

合
は
当
時
の
長
崎
に
お

け
る
ガ
ラ
ス
技
術
の
先
進
性
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

岩
三
郎
の
子
、
文
左
衛
門
は
谷
半
十
郎
、
松
本
新
平
等

の
徒
弟
に
そ
の
技
術
を
伝
え
た
と
い
う
。

美
濃
間
嶋
村
の
馬
場
豊
次
郎
は
、
京
都
西
堀
川
通
リ
下
立
売
上
ル
町
硝
子
師
栄

二
郎
の
許
で
修
業
し
た
ら
し
く
、
栄

二
郎
か
ら
曲豆
次
郎

に
宛

ω

て
た
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)
十
月
付
の
書
付
、
『硝
子
伝
授
書
之
事
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
に
記
さ
れ
た
調
合
は
既
に
述

べ
た
よ

う
に
、
鉛
壱
〆
め
、
石
粉
七
百
め
、
焔
硝
三
百
五
拾
匁

(鉛

一
〇
〇
〇
、
石
粉
七
〇
〇
、
硝
石
三
五
〇
)
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
鉛
の
津
を
と

る
た
め
の
亜
鉛
の
添
加
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

㈹

薩
摩

『
斉
彬
公
御
言
行
録
』
に
よ
る
と
、
島
津
斉
興
は
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
製
薬
館
創
設
に
伴

い
、
薬
品

の
使
用
に
耐
え
る
ガ
ラ
ス
器
製
造

㈲

の
必
要
か
ら
江
戸
で
高
名
な
ガ
ラ
ス
工
四
本
亀
次
郎
を
招
膀
し
、
ガ
ラ
ス
の
製
造
を
行
わ
せ
た
と
い
う
。
亀
次
郎
は
芝

源
助
町
に
生
れ
、
加
賀

㈹

屋
久
兵
衛

の
徒
弟
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
亀
次
郎
が
加
賀
屋
で
修
得
し
た
調
合
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
土
屋

一87一



り
、
こ
れ
ら
の
調
合
か
ら
得
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
が

「薩
摩
の
塩
吹
き
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
薩
摩
藩
に
は
当
時
花
井

㈲

一
好

の

『和
硝
子
製
作
編
』
『金
剛
硝
子
製
造
法
』
な
ど
を
集
め
た

『破
璃
精
工
全
書
』
が
あ
り
、
江
戸

の
技
法
は
亀
次
郎
か
ら
直
接
伝

え
ら

れ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
書
物
か
ら
も
間
接
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

(48〕に

五

こ

、

「
色

消

硝

子

)
⑮

(
三

・
六

一
)
、

「
中

硬

」

⑨

(
三

・
六

九

)
、
「
中

通

」
θ

⑤

(
三

・
七

一
)

が
挙

げ

ら

れ

る

が

、

こ
れ

ら

の
内

、
調

合

「
中

通

」

⑦

、

「
色

消

硝

子
」
⑮

、

「
中

通

」
θ

⑤

は

第

二
図

み
ら

れ

る

よ

う

に
安

定

な

ガ

ラ

ス

の
領

域

外

の

ガ

ラ

ス
と

な

る
調

合

で
あ

氏
に
よ
り
薩
摩
切
子
と
し
て
測
定
さ
れ
た
色
被
せ
ガ
ラ
ス
の
比
重
は
第
二
表
・第
三
表
に
み
ら
れ
る
如
く
主
に
三
.
四
か
ら
三
.七
で
あ

ご
く
か
た
た
ね

ろ

で

、

こ

の
よ

う

な

比

重

を

示
す

ガ

ラ

ス

の
た

め

の
調

合

と

し

て
は

、

第

五

図

に
よ

り

「
極

硬

種

」
㊦

⑥

(
ゴ
丁

四
九

)
、
「
中

通

」

⑦

主

一

〉

七
で

る働
　

と
こ

一

比 重
一 一 一

点数
占

比 重
一 圃 比 専一

点数
一

3.30 3.50 13 3.70

3.31 3.5ユ 11 3.71 1

3.32 3.52 9 3.72 1

3.33 3.53 5 3.73

3.34 3.54 7 3.74

3.35 3.55 5 3.75

3.36 3.56 5 3.76

3.37 1 3.57 2 3.77

3.38 2 3.58 3.78

3.3曲 3.59 3 3.79

3.40 3.6.12 3.80,

3.41
1

3,614
幽3

.81

3.42 1 3,624 3.82

3.43 3 3.6-
1

3.83

3.44 1 3.64 2 3.84

3.45 2 3.65 1 3.85

3.46 2 3.66 1 3.86

3.47 2 3.67 1 3.87 1

3.4s 1 3.68 1 3.88

3.49 5 3.69 1 3.89

第二表 色被せ薩摩切子 の比 重(土 屋良雄

「薩摩切子」所載表V「 切子の重量 ・比

重 ・文様一覧」の内,図 版番号1よ り75

(24,35,60,71を 除 く)に 相当する器

物 の比重 にっいての集計。比重は小数第

3位 が四捨五入されてい るため,小 数第

2位 が5の 値の中には,切 り捨て.切 り

上 げ両者が含 まれ るが,便 宜上すべて切

り捨 てされた もの として,小 数第2位 も

四捨 五入して第三表に示す。

比 重 点数
一

3.3

3.4 8

3.5 57

3.6 27

3.7 7

3.8

3.9 111

第三表 色被せ薩

摩 切子 の比重,

第二表所 載の比

重の小数 第2位

を四捨五 入 した

値の点数 。
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第
五
図

江
戸
時
代

0う
ガ
ラ

黒
調
合

よ
り
生
庇

が
予
測

誉
れ
る
ガ
ラ

ス
の
酸
化

鉛

百
分
率
と
比
重

の
関
係
。
図
中

1
か
ら

37
の
数
字
は
第

一
表
最

右
欄

の
調
合

壽
丹

に
相

当
す

る
。
な
お
出

典

お
よ
び

そ

の
略

号

に

つ
い

て
は
第

一
表

棲
毒
照

。
比

較

の
た

め
記

入
し

た

陣
二
翫

一呂
も凸
曲9

・
台
誤

O

・
兇

呂

、
解
ユ
鶴

一呂
』噌
剛ρ

.
器

民
』
O

.
馬

δ

お
よ
び

加
葦
冨
ヨ
h
苗
電
更
U
・
蛆
0
し
+
(
5
ー
こ

{民
b

・
免
田
O
"ア

m
崔
冨
ヨ
旧
焦
コ
6

・
岨
己
し
+
(
"0
1
ε

(客
b

・

典
鮒
O
し

に

つ

い
て
の
醒
化
鉛

面
分
串
と

比
重
と

の
関
係

は

べ
ド

崇
ル

(註

讐

お
よ
び

カ
ル

マ
ウ

ス

〔註
51
〕
に
よ
る
。
右
端

の
色
破

せ
薩
摩
切

了
の
比
竃
分
布
は
第

二
表

に
よ
愚
。
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『末
次
平
蔵
御
闘
所
家
財
諸
道
具
長
福
院
諸
道
具
御
払
帳
』
文
書

、
元
禄

四
年
成
、
第

二
十
番
。
長
崎
県

立
長
崎

図
書
館
蔵
。

渡
辺
庫
輔

『
長
崎
町
づ

く
し
』
第

五
十
五
回
、

(『
長
崎
新
聞
』
第

五
五
七
七
号
、
長
崎

新
聞
社

、
昭
和

三
十

七
年
四
月

二
十
五
日

)、

五
面
。

長
崎

県

立
長
崎

図
書
館
蔵
。

稲
生
若
水

・
丹
羽
正
伯

『庶
物
類
纂
』
稿
本
、
元
文
三
年
成
、
玉
属
、
巻

二
十
三
、
硝
子
、

ニ
ウ
ー

三
オ
。

内
閣
文
庫
蔵
。

雄
松
堂

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム
版

に
よ
る
。

内
国
勧
業
博

覧
会
事
務

局

『
明
治
+
年
内
国
勧
業
博
覧

会
出
品
解
説

』
明
治

十

一
年
序

、
第

二
区
第

ニ
ー

四
類
、

=
二
五
頁
。
国
立

国
会
図
書
館
蔵

〔特

霜
1
㎝
。。
己

(教
育
博
物
館
本

)
。

西
村
貞

『
日
本
初
期
洋
画
の
研
究
』

(全

国
書
房
、
昭
和

二
十

一
年
再
版

)
、
三
五
九
頁
。

須
賀
川
市
教
育
委
員
会

『須
賀
川
市
史
』
第

七
巻

「
文
化
と
生
活
-
須
賀
川
俳
譜
と
亜
欧
堂
田
善
な
ど
ー
」

(須
賀
川
市
教
育
委

員
会

、
昭
和
五
十

三
年
)
、

一

=
二
頁
。

松
平
定
信

『
退
閑
雑
記
』
巻
之

一
、

(国
民
図
書

『
日
本
随
筆
全
集
』
第
十

四
巻
、
国

民
図
書
、
昭
和
三
年
)
、

一
七
四
頁
。

林

源
吉

「
ビ
イ
ド

ロ
細
工
と
長
崎
」

(『
長
崎
談
叢
』
第

十
三
輯
、
昭
和

八
年
)
、
八

↓
頁
。

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
。

林
源
吉

「
長
崎

の
ピ
イ
ド

ロ
と
ギ
ヤ

マ
ン
」

(『
茶
わ

ん
』
第

七
巻
第
八
号
、
宝
雲
舎
、
昭
和

十

二
年

八
月
)
、
三
〇
頁
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

川
添
利
男

『
長
崎

ぴ

い
ど
う
1
南
蛮
グ
フ
ス
製
法
伝
来
四
〇
〇
年
記
念
i
』

(昭
和
堂

印
刷
出
版
事
業
部
、
昭
和
五
十
二
年
)
、

一
〇

一
ー

一
〇
五
頁
。

山
崎

一
雄

「
ガ

ラ
ス
」

(三
上

次
男

.
楢
崎
彰

一

『
日
本

の
考
古
学
』
M

「
歴
史
時

代

(上

ご
、
河
出
書
房
、
昭
和
四
十

二
年
)
、
四
〇
四
頁
。

寺
島
良
安

『
和
漢

三
才
図
会
』
版
本

、
正
徳

二
年
序
、
巻
第
六
十
、
五
ウ
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

、
前
掲
書

、
第

二
区
第

ニ
ー

四
類

、

一
三
五
頁
。

大
阪
商
工
会

議
所

『大
阪
商
業
史
資
料
』
第
三
十
巻
、

(大
阪
商

工
会
議
所

、
昭
和

三
十
九
年

)、
九

十

一
オ
。

大

日
本
窯
業

協
会

『
口
本
近
世
窯
業
史
』
第
四
編

「
硝
子
工
業

」

(大

日
本
窯
業
協
会
、
大
正

六
年
、
昭
和
四
十

一
年
復
刻

)、

五
-
六
頁
。

例

え
ば
人
名

、
年
代
な
ど

で
異

な
る
点
を
以
下
に
挙
げ

て
お
く
。

な
お
出
典

に

つ
い
て
は

『
明
治
+
年
内

国
勧

業
博
覧
会
出

品
解
説
』

を

(博

)
、
『
大

一89一



腔11儲{旧 畠"酔"7}雌&価 踵

阪
商
菓
史
資
料
』
を

(商
冒、
門凹
本
近
世
窟
業
吏
』
を

【窯
)
と
略
す
。

O

濫
嶋

(博
}
和
果
屋
掴
兵
衛

宅
瞳
十

一年
開
藁

(商
}
描
州
屋
溺
県
衛

宝
雁
伝
間

(窯
)
播
摩
麗
浦
兵
南

宝
膚
年
周

O

漕
兵
南
か
ら
の
伝
習

(葡
〕
先
代
庄
三
郎

文
化
十
四
無

(商
}
万
屋
庄
堤
術

n窯
〕
万
屋
店
三
郎
外
二
省

伺

徒
弟
の
養
成

(博
冒
記
鵡
な
し

(商

〕
硝

子
同
粟
粗
ム
艮

渡
辺
祠
吉

の
父
嘗
平
と
伊
藤

班
三
郎
尊

文
政

二
離
頃

蕪

}
濃

辺
喜
兵
衛

〔錺
轡

と
万
屋
庄
三
郎

の
三
代

同
伊
藤
庄

三
郎

文
政

三
年

大

日
本
窯
簗
協
禽
、
前

悶
雷

、
第

四
細
、

八
三
頁
。

橘
眠
江
画

『
砦
面
職
人
部
顛

L
版
本

、
天
明
四
印
再
刊
、上

、
十
八
ウ
ー

十
九
オ
。

京
都
大
学

工
学
部
建
築
学
教
室
蔵

[
=
9

鶉
造
山
己
。

斎
薦
幸
成

『
武
江
年
表
L
巻

の
丘

(『江
戸
霞
爵
』
着

の
十

二
、
留
著

刊
行
会
、

昭
和

三
十
九
年

)
、

一
四
四
頁
。

栄

二
郎

叫硝

子
伝
覆
嘗
之
事
』
文
覗

、
文
政

九
年
戚
、
福
岡
市
、
桧
垣

元
吉
氏
蔵

。

笈
辺
阻
輔
、
餉

褐
書

.
第
五
十
五
回
。

轡
多
村
信
節

『
嬉
遊
莫
豊
』

日
本
囲
蚤
大

成
堀
簗
部
踊
、
巻
之
六
上

(音
曲
U
、

(源
園
書
房

、
昭
和

三
十

三
年
}
、
下
巻
、
八
三
頁

。

ロ
ロ
「o
年
兜

匪
国
腎

禺

聖

討
電

ミ

黛

駐

専

、
督

鞠'

居
a

世
密
簿

一三
偲
ヨ
四
言

琶

一

r
佳
‡

酔
置

ゴ

拓

2

ヨ

闇躍

=

屋

ロ
ヨ

良

O
紅
撃

署

』
翌

ー

抽
沼

司

H
O
謡

卓
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エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト

・
ケ

ン
ペ

ル

『
日
本
誌
』
今
井
正
訳

(石
黒
武
雄
、
昭
和
四
十
八
年
)
、
上
巻

、
五
四
頁
。

エ
ン
ゲ

ル
ベ
ル
ト

・
ケ

ン
ペ
ル
、
前
掲
書

、
下
巻

、

二
九

一
-

三
二

三
頁
、

三

八
四
ー

三
九

八
頁
。

花
井

一
好

『
金
剛
硝
子
製
造

法
』
写
本

、
天
保

三
年
附
言
、

(『
破
環
精
工
全
書

』

の
内
)
、
七
ウ
ー

八
オ

(本
文

)
。
東
京
大

学
史
料
編
纂

所
蔵

〔島

津
家
文
書
、

自

一
NI

N
〕。

花
井

一
好

『
和
硝
子
製
作
編
』
稿
本
、
文
政
十

二
年
序
、

(平
井
保
正
編

『章
思
叢
録

』
巻

三
十

五
)、

五
オ
ー

五
ウ

(本

文
)
。
前
田
育
徳

会
尊
経
閣

文
庫
蔵
。

花
井

一
好

、
前
掲

『
金
剛
硝

子
製
造
法
』

五
ウ

(本
文
)
。

花
井

一
好
、
前
掲

『金
剛
硝

子
製
造
法
』

六
オ

(本
文
)
。

花
井

一
好

、
前
掲

『金
剛
硝

子
製
造
法
』

六
ウ

(本
文
)。

花
井

一
好
、
前
掲

『
和
硝

子
製
作
編
』

五
オ

(本
文

)
。

花
井

一
好
、
前
掲

『
金
剛
硝
子
製
造
法
』

五
オ
ー

五
ウ

(本
文
)
。

花
井

一
好
、
前
掲

『和
硝
子
製
作
編
』

五
オ

(本
文

)
。

花
井

一
好
、
前
掲

『
金
剛
硝

子
製
造
法
』

五
オ

(本
文
)
。

花
井

一
好
、
前
掲

『金
剛
硝

子
製
造
法
』

五
オ

(本
文

)
。

花
井

一
好
、
前
掲

『和
硝
子
製
作

編
』

五
ウ

(本
文

)。

花
井

一
好

、
前
掲

『
金
剛
硝
子
製

造
法
』

五
ウ
ー

六
オ

(本
文

)。

大
日
本
窯
業
協
会

、
前
掲
書
、
第
四
編
、
八
頁
。

大
日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書
、
第
四
編
、
七
頁

。

大
日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書

、
第
四
編
、

一
九
三
頁

。

大

日
本
窯
業
協
会

、
前
掲
書
、
第
四
編
、
九
頁
。

大

日
本
窯
業
協
会

、
前
掲
書
、
第

四
編
、
九
頁
。
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内

国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲

書
、
第

二
区
第
ニ
ー

四
類

、

一
二
九
頁
。

西
村
貞

、
前
掲
書

、
三
五
九
頁
。

須
賀
川
市
教
育
委
員
会
、
前
掲
書
、
第
七
巻
、

一
一
三
頁
。

松
平
定
信

、
前
掲
書
、
巻
之

一
、

(前
掲

『
日
本
随

筆
全
集

』
第

十
四
巻

)、

一
七
四
頁
。
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